
(57)【要約】

【課題】簡便に基礎体温等を計測可能な身体温度情報端

末装置と身体温度情報処理システムを提供する。

【解決手段】身体温度情報端末装置１のケーシング２の

正面側に体表温度検出部４を取付けると共に、背面側に

クリップ３を取付ける。また、体表温度検出部４はケー

シング２内に収容された回路基板５のコントロールユニ

ットに接続すると共に、このコントロールユニットを接

続部９に接続する。そして、使用者は就寝前に体表温度

検出部４を腹部に接触させた状態で身体温度情報端末装

置１を腹部と下着との間に挟みクリップ３で固定する。

これにより、身体温度情報端末装置１は就寝中の開始時

刻から終了時刻までの間に亘って一定時間毎に体温を計

測し、記憶する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
身 体 に 常 時 装 着 可 能 な ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 設 け ら れ 体 表 の 温 度 を 検 出 す る 体 表
温 度 検 出 手 段 と 、 該 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 一 定 の 時 間 間 隔 で 読 込
む デ ー タ 読 込 み 手 段 と 、 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 よ っ て 読 込 ん だ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ に 基 づ く
体 表 温 度 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と を 備 え 、 一 定 期 間 に 亘 る 身 体 温 度 の 変 動 を 記 録 す る 構
成 と し て な る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー シ ン グ に は 、 前 記 体 表 温 度 検 出 手 段 を 身 体 の う ち 身 体 温 度 の 変 動 が 反 映 さ れ 易 く
、 外 気 温 度 変 動 に 影 響 さ れ 難 い 部 位 に 装 着 す る た め の 装 着 手 段 を 設 け て な る 請 求 項 １ に 記
載 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ を 備 え 、 予 め 設 定 さ れ た 開 始 時 刻 か ら 終
了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 で 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 読 込 む 構 成 と し 、
前 記 ケ ー シ ン グ に は 前 記 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 複 数 の 体 表 温 度 情 報 の う ち 最 高 温 度 と
な る も の を 前 記 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 代 表 温 度 と し て 選 択 す る 代 表 温 度 選 択 手 段 を
設 け て な る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ケ ー シ ン グ に は 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 手 段 を 設 け 、 前 記 デ ー タ 読 込 み 手
段 は 前 記 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 一 緒 に 該 外 気 温 度 検 出 手 段 に よ る
外 気 温 度 検 出 デ ー タ を 一 定 の 時 間 間 隔 で 読 込 み 、 前 記 記 憶 手 段 は 前 記 体 表 温 度 情 報 に 加 え
て 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 に よ っ て 読 込 ん だ 外 気 温 度 検 出 デ ー タ に 基 づ く 外 気 温 度 情 報 を 記 憶
す る 構 成 と し て な る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ケ ー シ ン グ に は 前 記 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 し た 修 正 温 度 情 報 を 演
算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 を 設 け て な る 請 求 項 ４ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ を 備 え 、 予 め 設 定 さ れ た 開 始 時 刻 か ら 終
了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 で 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ と を
読 込 む 構 成 と し 、
前 記 ケ ー シ ン グ に は 前 記 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 と を 用 い て 前 記 開 始 時 刻 か ら 終 了 時
刻 ま で の 代 表 温 度 を 特 定 す る 代 表 温 度 特 定 手 段 を 設 け 、
該 代 表 温 度 特 定 手 段 は 、 前 記 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 し た 修 正 温 度 情 報
を 演 算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 と 、 前 記 時 間 間 隔 毎 の 体 表 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と 外 気 温
度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と を 演 算 す る 変 動 幅 演 算 手 段 と 、 該 変 動 幅 演 算 手 段 に よ る ２ つ の 時
間 的 変 動 幅 を 用 い て 熱 平 衡 状 態 か 否 か を 判 定 す る 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 と 、 該 熱 平 衡 状 態 判
定 手 段 に よ っ て 熱 平 衡 状 態 で あ る と 判 定 し た と き に 当 該 時 刻 の 修 正 温 度 情 報 を 代 表 温 度 候
補 と し て 抽 出 す る 代 表 温 度 候 補 抽 出 手 段 と 、 前 記 代 表 温 度 候 補 の う ち 最 高 温 度 と な る も の
を 代 表 温 度 と し て 選 択 す る 代 表 温 度 選 択 手 段 と に よ っ て 構 成 し て な る 請 求 項 ４ に 記 載 の 身
体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 装 着 手 段 は 前 記 ケ ー シ ン グ の 背 面 側 に 位 置 し て 前 記 ケ ー シ ン グ を 衣 類 に 固 定 す る た め
の ク リ ッ プ に よ っ て 構 成 し 、
前 記 体 表 温 度 検 出 手 段 は 体 表 に 接 触 可 能 な 前 記 ケ ー シ ン グ の 正 面 側 に 配 置 し 、 前 記 外 気 温
度 検 出 手 段 は 前 記 ク リ ッ プ に 覆 わ れ た 状 態 で 前 記 ケ ー シ ン グ の 背 面 側 に 配 置 す る 構 成 と し
て な る 請 求 項 ４ ， ５ ま た は ６ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 記 憶 手 段 は 、 予 め 設 定 さ れ た 基 準 温 度 数 値 と 前 記 体 表 温 度 検 出 デ ー タ の 数 値 と の 差 分
値 を 前 記 体 表 温 度 情 報 と し て 記 録 し 、 前 記 基 準 温 度 数 値 と 前 記 外 気 温 度 検 出 デ ー タ の 数 値
と の 差 分 値 を 前 記 外 気 温 度 情 報 と し て 記 録 す る 構 成 と し て な る 請 求 項 ４ ， ５ ， ６ ま た は ７
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に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 基 準 温 度 数 値 は 、 外 部 か ら 更 新 可 能 な 構 成 と し て な る 請 求 項 ８ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報
端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 ケ ー シ ン グ に は 、 前 記 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 と を 外
部 に 出 力 す る 温 度 情 報 出 力 手 段 を 設 け て な る 請 求 項 ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ま た は ９ に 記 載 の
身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 体 表 温 度 検 出 手 段 は 、 メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 に よ っ て 覆 う 構 成 と し て な る 請 求 項 １
， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ま た は １ ０ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 体 表 温 度 検 出 手 段 は 、 前 記 ケ ー シ ン グ か ら 突 出 し て 体 表 に 接 触 可 能 に 設 け ら れ た 熱 伝
導 性 を 有 す る カ バ ー 部 材 と 、 該 カ バ ー 部 材 に よ っ て 覆 わ れ 周 囲 の 温 度 に 応 じ た 信 号 を 出 力
す る 測 温 素 子 と 、 該 測 温 素 子 と カ バ ー 部 材 と の 間 に 設 け ら れ た 熱 伝 導 部 材 と に よ っ て 構 成
し て な る 請 求 項 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ ， ９ ， １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 身 体 温 度
情 報 端 末 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
身 体 に 常 時 装 着 可 能 な ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 設 け ら れ 体 表 の 温 度 を 検 出 す る 体 表
温 度 検 出 手 段 と 、 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ を 備 え て 予 め 設 定 さ れ た 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま
で の 間 に 亘 っ て 該 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 一 定 の 時 間 間 隔 で 読 込 む
デ ー タ 読 込 み 手 段 と 、 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 よ っ て 読 込 ん だ 検 出 デ ー タ に 基 づ く 体 表 温 度 情
報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 該 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 を 外 部 に 出 力 す る 温
度 情 報 出 力 手 段 と か ら な る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 有 し 、
該 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の 温 度 情 報 出 力 手 段 を 用 い て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 体 表 温 度
情 報 を 取 得 す る 温 度 情 報 取 得 手 段 と 、 該 温 度 情 報 取 得 手 段 に よ っ て 取 得 し た 体 表 温 度 情 報
の う ち 最 高 温 度 と な る も の を 前 記 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 代 表 温 度 と し て 選 択 し 、 該
代 表 温 度 を 分 析 す る 分 析 手 段 と 、 該 分 析 手 段 に よ っ て 分 析 し た 分 析 結 果 を 視 覚 情 報 お よ び
／ ま た は 音 声 情 報 と し て 外 部 に 出 力 す る 分 析 結 果 出 力 手 段 と を 備 え て な る 身 体 温 度 情 報 処
理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
身 体 に 常 時 装 着 可 能 な ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 設 け ら れ 体 表 の 温 度 を 検 出 す る 体 表
温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 ケ ー シ ン グ に 設 け ら れ 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 手 段 と 、
前 記 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 外 気 温 度 検 出 手 段 に よ る 外 気 温 度 検 出
デ ー タ と を 一 定 の 時 間 間 隔 で 一 緒 に 読 込 む デ ー タ 読 込 み 手 段 と 、 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 よ っ
て 読 込 ん だ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ に 基 づ く 体 表 温 度 情 報 を 記 憶 し 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ に 基
づ く 外 気 温 度 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 該 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 と 外
気 温 度 情 報 を 外 部 に 出 力 す る 温 度 情 報 出 力 手 段 と か ら な る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 有 し 、
該 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の 温 度 情 報 出 力 手 段 を 用 い て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 体 表 温 度
情 報 と 外 気 温 度 情 報 を 取 得 す る 温 度 情 報 取 得 手 段 と 、 該 温 度 情 報 取 得 手 段 に よ っ て 取 得 し
た 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 を 分 析 す る 分 析 手 段 と 、 該 分 析 手 段 に よ っ て 分 析 し た 分 析
結 果 を 視 覚 情 報 お よ び ／ ま た は 音 声 情 報 と し て 外 部 に 出 力 す る 分 析 結 果 出 力 手 段 と を 備 え
て な る 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 分 析 手 段 は 前 記 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 し た 修 正 温 度 情 報 を 演 算 す
る 温 度 情 報 修 正 手 段 を 備 え る 構 成 と し て な る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ を 備 え 、 予 め 設 定 さ れ た 開 始 時 刻 か ら 終
了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 で 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ と を
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読 込 む 構 成 と し 、
前 記 分 析 手 段 は 、 前 記 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 し た 修 正 温 度 情 報 を 演 算
す る 温 度 情 報 修 正 手 段 と 、 前 記 時 間 間 隔 毎 の 体 表 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と 外 気 温 度 情 報
の 時 間 的 変 動 幅 と を 演 算 す る 変 動 幅 演 算 手 段 と 、 該 変 動 幅 演 算 手 段 に よ る ２ つ の 時 間 的 変
動 幅 を 用 い て 熱 平 衡 状 態 か 否 か を 判 定 す る 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 と 、 該 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段
に よ っ て 熱 平 衡 状 態 で あ る と 判 定 し た と き に 当 該 時 刻 の 修 正 温 度 情 報 を 代 表 温 度 候 補 と し
て 抽 出 す る 代 表 温 度 候 補 抽 出 手 段 と 、 前 記 代 表 温 度 候 補 の う ち 最 高 温 度 と な る も の を 代 表
温 度 と し て 選 択 す る 代 表 温 度 選 択 手 段 と を 備 え る 構 成 と し て な る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 身 体
温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 分 析 結 果 出 力 手 段 に よ る 分 析 結 果 を 取 得 し た 使 用 者 か ら 利 用 料 金 を 徴 収 し て な る 請 求
項 １ ３ ， １ ４ ， １ ５ ま た は １ ６ に 記 載 の 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 身 体 に 常 時 装 着 し 女 性 特 有 の 月 経 周 期 や ホ ル モ ン バ ラ ン ス の リ ズ ム な ど の 根 拠
と な る 情 報 を 計 測 収 集 す る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 お よ び 該 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 に よ っ て
収 集 し た 温 度 情 報 を 管 理 、 分 析 し 、 各 種 の 情 報 配 信 を 行 う 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 妊 娠 や 避 妊 の 目 安 と な る 周 期 を 知 る 目 的 で 女 性 の ホ ル モ ン バ ラ ン ス 状 況 を 把 握 す る
た め 、 基 礎 体 温 の 日 ご と の 変 動 を 数 ヶ 月 間 に 渡 っ て 追 跡 記 録 し 、 そ の 変 動 周 期 や 変 動 幅 を
数 値 的 に 分 析 す る 方 法 が 行 な わ れ て き た 。 本 来 基 礎 体 温 と い う も の は 一 日 の 内 で も っ と も
新 陳 代 謝 の 少 な い 就 寝 中 の 体 温 を 計 測 す る こ と が 望 ま し い が 、 就 寝 中 に 体 温 測 定 を 行 な う
こ と が 一 般 的 に 困 難 で あ る た め 、 起 床 時 の 体 温 を 計 測 し 基 礎 体 温 の 代 わ り に 用 い て き た （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ３ １ ６ １ ６ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 従 来 技 術 で は 、 基 礎 体 温 を 測 定 す る 際 に は 、 毎 朝 一 定 時 刻 に 起 床 し 、 使 用 者 が
能 動 的 に 測 定 動 作 を 行 い 続 け る 必 要 が あ っ た 。 こ の 測 定 動 作 と は 、 体 温 計 を 舌 下 、 脇 下 な
ど の 測 定 部 位 に 密 着 さ せ 、 熱 平 衡 に 達 す る ま で 、 ま た は 熱 平 衡 に 達 す る こ と が 計 算 上 求 め
ら れ る 時 間 ま で 、 体 を 動 か さ ず に 保 持 し つ づ け る と い う も の で あ る 。 そ も そ も 毎 朝 欠 か さ
ず に 一 定 時 刻 に 起 床 す る こ と は 今 日 の 生 活 習 慣 を 顧 み て も 継 続 す る こ と が 非 常 に 困 難 で あ
り 、 ま し て や 毎 日 そ の 測 定 動 作 を 維 持 す る こ と は 、 使 用 者 に 非 常 な 苦 痛 を 強 い る も の で あ
る 。 ま た 、 測 定 部 位 か ら ず れ て し ま っ た り 、 計 測 を 忘 れ て し ま っ た り す る 可 能 性 が 高 く 、
誤 っ た デ ー タ や デ ー タ 抜 け も 発 生 し 易 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
基 礎 体 温 の 変 動 を 記 録 し 、 変 動 周 期 や 変 動 幅 を 分 析 す る た め の 改 善 策 と し て 、 計 測 情 報 を
蓄 積 し 表 示 す る 機 器 や 、 外 部 装 置 に 情 報 を 蓄 積 し 分 析 、 情 報 の 配 信 を 行 う 方 法 も 実 現 し た
が 、 計 測 の 方 法 自 体 は 、 依 然 毎 朝 一 定 時 刻 に 起 床 し 、 使 用 者 が 能 動 的 に 測 定 を 行 う 以 外 に
は な く 、 継 続 的 な 利 用 に は 煩 わ し さ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 従 来 の 基 礎 体 温 計 で は 、 測 定 開 始 か ら 測 定 完 了 あ る い は 同 定 ま で を 速 く す る 、 す な
わ ち 温 度 変 化 に 対 し て 俊 敏 に 反 応 す る 目 的 で 、 測 温 素 子 を 含 む そ の 支 持 構 造 お よ び 被 覆 構
造 は 、 で き る 限 り 小 型 に か つ 熱 抵 抗 を 小 さ く し た も の で あ っ た 。 こ の た め 、 測 定 中 に お け
る 測 温 素 子 と 測 定 部 位 の 多 少 の ず れ 動 き や 外 気 の 流 入 に よ っ て 測 定 点 の 温 度 が 俊 敏 に 変 化
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し て し ま い 、 却 っ て 測 定 デ ー タ の ゆ ら ぎ を 誘 発 し 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 毎 朝 定 時 に 基
礎 体 温 を 計 測 す る 煩 わ し さ を 解 消 で き る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 お よ び 身 体 温 度 情 報 処 理 シ
ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 は 、 身 体 に
常 時 装 着 可 能 な ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 設 け ら れ 体 表 の 温 度 を 検 出 す る 体 表 温 度 検
出 手 段 と 、 該 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 一 定 の 時 間 間 隔 で 読 込 む デ ー
タ 読 込 み 手 段 と 、 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 よ っ て 読 込 ん だ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ に 基 づ く 体 表 温
度 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と を 備 え 、 一 定 期 間 に 亘 る 身 体 温 度 の 変 動 を 記 録 す る 構 成 と し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 使 用 者 は ケ ー シ ン グ を 身 体 に 装 着 し た 状 態 で 就 寝 す る こ
と が で き る 。 こ の と き 、 体 表 温 度 検 出 手 段 は 就 寝 中 の 使 用 者 の 体 表 の 温 度 を 検 出 し 、 デ ー
タ 読 込 み 手 段 は 、 例 え ば ５ 分 毎 の よ う に 一 定 の 時 間 間 隔 で 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温
度 検 出 デ ー タ を 読 込 む 。 そ し て 、 記 憶 手 段 は デ ー タ 読 込 み 手 段 よ っ て 読 込 ん だ 体 表 温 度 検
出 デ ー タ に 基 づ く 体 表 温 度 情 報 を 記 憶 す る か ら 、 例 え ば 数 時 間 か ら 数 日 間 等 の 一 定 期 間 に
亘 る 身 体 温 度 の 変 動 を 記 録 す る こ と が で き る と 共 に 、 こ の 体 表 温 度 情 報 を 用 い る こ と に よ
っ て 使 用 者 の 基 礎 体 温 の 変 動 幅 や 周 期 を 正 確 に 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 ケ ー シ ン グ に は 、 体 表 温 度 検 出 手 段 を 身 体 の う ち 身 体 温 度 の 変 動 が 反
映 さ れ 易 く 、 外 気 温 度 変 動 に 影 響 さ れ 難 い 部 位 に 装 着 す る た め の 装 着 手 段 を 設 け た こ と に
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ に よ り 、 ケ ー シ ン グ を 例 え ば 腹 部 の よ う に 身 体 温 度 の 変 動 が 反 映 さ れ 易 く 、 外 気 温 度
変 動 に 影 響 さ れ 難 い 身 体 的 部 位 に 常 時 装 着 で き る 。 特 に 、 腹 部 に 取 付 け る 場 合 に は 、 装 着
手 段 を 用 い て 肌 と 接 触 す る 例 え ば 下 着 等 の 衣 類 に 容 易 に 取 付 け る こ と が 可 能 と な る と 共 に
、 ケ ー シ ン グ を 当 該 衣 類 で 覆 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 体 表 温 度 検 出 手 段 を 用 い て 衣 類
で 保 温 さ れ て い る 身 体 の 測 定 部 位 （ 腹 部 ） の 温 度 を 測 定 す る こ と が で き る と 共 に 、 衣 類 に
よ っ て 外 気 温 度 の 影 響 を 軽 減 す る こ と が で き 、 正 確 な 体 表 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ を 備 え 、 予 め 設 定 さ れ た
開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 で 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 読 込 む 構
成 と し 、 ケ ー シ ン グ に は 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 複 数 の 体 表 温 度 情 報 の う ち 最 高 温 度 と
な る も の を 前 記 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 代 表 温 度 と し て 選 択 す る 代 表 温 度 選 択 手 段 を
設 け る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ れ に よ り 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 設 定 さ れ た 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一
定 の 時 間 毎 に 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 読 込 む こ と が で き 、 記 憶 手 段 は こ の 検 出 デ ー タ に 基 づ
く 複 数 時 刻 で の 体 表 温 度 情 報 を 記 憶 す る こ と が で き る 。 ま た 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は タ イ マ
を 備 え る か ら 、 検 出 デ ー タ を 読 込 ん だ 時 刻 を 検 出 デ ー タ と 一 緒 に 記 憶 す る こ と も で き る 。
さ ら に 、 代 表 温 度 選 択 手 段 は 複 数 の 体 表 温 度 情 報 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 選 択 す る
か ら 、 使 用 者 の 体 温 に よ っ て 体 表 温 度 検 出 手 段 が 十 分 に 温 め ら れ た 状 態 で 、 こ の と き の 体
表 温 度 情 報 を 例 え ば 就 寝 中 の 代 表 温 度 と し て 特 定 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 代 表 温 度
を 使 用 者 の 身 体 温 度 に 正 確 に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 代 表 温 度 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-163391 A 2004.6.10



請 求 項 ４ の 発 明 は 、 ケ ー シ ン グ に は 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 手 段 を 設 け 、 デ ー
タ 読 込 み 手 段 は 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 一 緒 に 該 外 気 温 度 検 出 手 段
に よ る 外 気 温 度 検 出 デ ー タ を 一 定 の 時 間 間 隔 で 読 込 み 、 記 憶 手 段 は 前 記 体 表 温 度 情 報 に 加
え て 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 に よ っ て 読 込 ん だ 外 気 温 度 検 出 デ ー タ に 基 づ く 外 気 温 度 情 報 を 記
憶 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ に よ り 、 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ っ て 体 表 の 温 度 を 検 出 す る の に 加 え て 、 外 気 温 度 検 出
手 段 に よ っ て 外 気 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 体 表 温 度
検 出 デ ー タ と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ と を 一 定 の 時 間 間 隔 で 一 緒 に 読 込 み 、 記 憶 手 段 は 体 表 温
度 検 出 デ ー タ に よ る 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ に よ る 外 気 温 度 情 報 と を 記 憶 す る
か ら 、 体 表 温 度 情 報 が 外 気 の 影 響 に よ っ て 変 動 す る 場 合 で あ っ て も 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ
を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 場 合 、 請 求 項 ５ の 発 明 の よ う に 、 ケ ー シ ン グ に は 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報
を 修 正 し た 修 正 温 度 情 報 を 演 算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 を 設 け る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ６ の 発 明 で は 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ を 備 え 、 予 め 設 定 さ れ
た 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 で 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 外 気 温
度 検 出 デ ー タ と を 読 込 む 構 成 と し 、 前 記 ケ ー シ ン グ に は 前 記 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報
と を 用 い て 前 記 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 代 表 温 度 を 特 定 す る 代 表 温 度 特 定 手 段 を 設 け
、 該 代 表 温 度 特 定 手 段 は 、 前 記 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 し た 修 正 温 度 情
報 を 演 算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 と 、 前 記 時 間 間 隔 毎 の 体 表 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と 外 気
温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と を 演 算 す る 変 動 幅 演 算 手 段 と 、 該 変 動 幅 演 算 手 段 に よ る ２ つ の
時 間 的 変 動 幅 を 用 い て 熱 平 衡 状 態 か 否 か を 判 定 す る 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 と 、 該 熱 平 衡 状 態
判 定 手 段 に よ っ て 熱 平 衡 状 態 で あ る と 判 定 し た と き に 当 該 時 刻 の 修 正 温 度 情 報 を 代 表 温 度
候 補 と し て 抽 出 す る 代 表 温 度 候 補 抽 出 手 段 と 、 前 記 代 表 温 度 候 補 の う ち 最 高 温 度 と な る も
の を 代 表 温 度 と し て 選 択 す る 代 表 温 度 選 択 手 段 と に よ っ て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に よ り 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 設 定 さ れ た 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一
定 の 時 間 間 隔 毎 に 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ と を 読 込 む こ と が で き 、 記 憶
手 段 は こ れ ら の 検 出 デ ー タ に 基 づ く 複 数 時 刻 で の 温 度 情 報 を 記 憶 す る こ と が で き る 。 ま た
、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は タ イ マ を 備 え る か ら 、 検 出 デ ー タ を 読 込 ん だ 時 刻 を 検 出 デ ー タ と 一
緒 に 記 憶 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 は 、 例 え ば 体 表 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と 外 気 温 度 情 報 の 時 間
的 変 動 幅 と の 二 乗 和 が 予 め 決 め ら れ た 判 定 値 よ り も 小 さ い と き に は 、 ケ ー シ ン グ 等 は 温 度
変 化 が 少 な い 熱 平 衡 状 態 に あ る 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 代 表 温 度 候 補 抽 出 手 段 は 、 こ の と
き の 修 正 温 度 情 報 を 代 表 温 度 候 補 と し て 抽 出 す る 。 そ し て 、 代 表 温 度 選 択 手 段 は 代 表 温 度
候 補 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 選 択 す る か ら 、 使 用 者 の 体 温 に よ っ て ケ ー シ ン グ 、 体
表 温 度 検 出 手 段 等 が 十 分 に 温 め ら れ た 熱 平 衡 状 態 の 修 正 温 度 情 報 を 例 え ば 就 寝 中 の 代 表 温
度 と し て 特 定 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 代 表 温 度 を 使 用 者 の 身 体 温 度 に 正 確 に 対 応 さ
せ る こ と が で き 、 代 表 温 度 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
請 求 項 ７ の 発 明 で は 、 装 着 手 段 は ケ ー シ ン グ の 背 面 側 に 位 置 し て 前 記 ケ ー シ ン グ を 衣 類 に
固 定 す る た め の ク リ ッ プ に よ っ て 構 成 し 、 体 表 温 度 検 出 手 段 は 体 表 に 接 触 可 能 な 前 記 ケ ー
シ ン グ の 正 面 側 に 配 置 し 、 外 気 温 度 検 出 手 段 は 前 記 ク リ ッ プ に 覆 わ れ た 状 態 で 前 記 ケ ー シ
ン グ の 背 面 側 に 配 置 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ れ に よ り 、 ケ ー シ ン グ を 挟 ん で 体 表 温 度 検 出 手 段 と 外 気 温 度 検 出 手 段 と を 反 対 側 に 配 置
す る こ と が で き る か ら 、 体 表 温 度 検 出 手 段 が 使 用 者 の 体 表 に 接 触 し た と き に は 、 外 気 温 度
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検 出 手 段 を 使 用 者 の 体 表 に 対 し て 確 実 に 非 接 触 な 状 態 に で き 、 外 気 温 度 検 出 手 段 に よ っ て
外 気 温 度 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 外 気 温 度 検 出 手 段 を ク リ ッ プ に よ っ て 覆
う か ら 、 寝 返 り 時 等 に 外 気 温 度 検 出 手 段 が 使 用 者 の 腕 等 に 接 触 す る の を ク リ ッ プ に よ っ て
防 ぐ こ と が で き 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 ク リ ッ プ に
よ っ て 外 気 温 度 検 出 手 段 を 保 護 す る こ と が で き る か ら 、 外 気 温 度 検 出 手 段 の 破 損 を 防 止 で
き 、 信 頼 性 、 耐 久 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
請 求 項 ８ の 発 明 で は 、 記 憶 手 段 は 、 予 め 設 定 さ れ た 基 準 温 度 数 値 と 体 表 温 度 検 出 デ ー タ の
数 値 と の 差 分 値 を 体 表 温 度 情 報 と し て 記 録 し 、 基 準 温 度 数 値 と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ の 数 値
と の 差 分 値 を 外 気 温 度 情 報 と し て 記 録 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 場 合 、 例 え ば 月 経 等 に 基 づ く 体 温 の 変 動 幅 は 最 大 で ± ０ ． ３ ℃ 程 度 で あ る 。 ま た 、 環
境 変 化 に よ る 影 響 や １ 日 の う ち の 体 表 温 度 の 変 動 を 考 慮 す る と 、 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ っ
て 検 出 さ れ る 体 表 の 温 度 は 、 そ の 平 均 的 な 値 に 対 し て ± 数 度 程 度 の 変 動 が み ら れ る 。 ま た
、 外 気 温 度 検 出 手 段 も ケ ー シ ン グ を 通 じ て 使 用 者 の 体 表 温 度 に よ っ て 温 め ら れ る か ら 、 外
気 温 度 検 出 手 段 に よ る 外 気 温 度 検 出 デ ー タ は 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ
に 近 い 値 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の た め 、 例 え ば 使 用 者 の 平 均 的 な 体 表 温 度 等 に 基 準 温 度 数 値 を 設 定 す る こ と に よ っ て 、
体 温 の 変 動 分 だ け を 体 表 温 度 情 報 や 外 気 温 度 情 報 と し て 記 憶 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果
、 例 え ば ３ ６ ． ４ ０ ℃ の よ う に 体 温 情 報 全 て を 記 憶 す る 場 合 に 比 べ て 、 記 憶 す る 温 度 情 報
の デ ー タ 量 を 低 減 で き 、 Ｒ Ａ Ｍ 等 の 記 憶 素 子 の 容 量 を 小 さ く し 、 装 置 全 体 を 小 型 化 、 低 コ
ス ト 化 で き る と 共 に 、 記 憶 す る 体 表 温 度 情 報 や 外 気 温 度 情 報 の 量 を 増 加 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
請 求 項 ９ の 発 明 で は 、 基 準 温 度 数 値 は 、 外 部 か ら 更 新 可 能 な 構 成 と し て い る 。 こ れ に よ り
、 平 均 的 な 体 表 温 度 の 個 人 差 に 応 じ て 基 準 温 度 数 値 を 設 定 で き る か ら 、 使 用 者 毎 に 体 表 温
度 の 平 均 値 が 異 な る 場 合 で も 、 体 温 の 変 動 分 だ け を 温 度 情 報 と し て 記 憶 し 、 温 度 情 報 の デ
ー タ 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
請 求 項 １ ０ の 発 明 で は 、 ケ ー シ ン グ に は 、 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 と 外 気
温 度 情 報 と を 外 部 に 出 力 す る 温 度 情 報 出 力 手 段 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ れ に よ り 、 例 え ば 携 帯 電 話 、 携 帯 端 末 、 コ ン ピ ュ ー タ 等 の 外 部 情 報 機 器 に 体 表 温 度 情 報
お よ び 外 気 温 度 情 報 を 出 力 す る こ と が で き る と 共 に 、 該 外 部 情 報 機 器 を ネ ッ ト ワ ー ク 網 に
接 続 す る こ と に よ っ て 、 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 お よ び 外 気 温
度 情 報 の 分 析 等 を 行 う こ と が で き 、 使 用 者 は 温 度 情 報 に 基 づ く 各 種 の サ ー ビ ス を 受 け る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
請 求 項 １ １ の 発 明 で は 、 体 表 温 度 検 出 手 段 は 、 メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 に よ っ て 覆 う 構 成
と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ れ に よ り 、 接 触 感 に 優 れ た メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 に よ っ て 体 表 温 度 検 出 手 段 を 覆 う か
ら 、 例 え ば 腹 部 皮 膚 表 面 に 体 表 温 度 検 出 手 段 を 接 触 さ せ た と き で も 、 就 寝 中 の 装 着 に よ る
違 和 感 を 軽 減 で き 、 長 期 間 に 亘 る 毎 日 の 記 録 を 無 理 な く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 １ ２ の 発 明 で は 、 体 表 温 度 検 出 手 段 は 、 ケ ー シ ン グ か ら 突 出 し て 体 表 に 接 触 可 能 に
設 け ら れ た 熱 伝 導 性 を 有 す る カ バ ー 部 材 と 、 該 カ バ ー 部 材 に よ っ て 覆 わ れ 周 囲 の 温 度 に 応
じ た 信 号 を 出 力 す る 測 温 素 子 と 、 該 測 温 素 子 と カ バ ー 部 材 と の 間 に 設 け ら れ た 熱 伝 導 部 材
と に よ っ て 構 成 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
こ れ に よ り 、 ケ ー シ ン グ か ら 突 出 し た カ バ ー 部 材 を 体 表 に 容 易 に 接 触 さ せ る こ と が で き る
と 共 に 、 体 表 の 温 度 を カ バ ー 部 材 と 熱 伝 導 部 材 を 通 じ て 測 温 素 子 に 低 損 失 で 伝 達 で き 、 測
温 素 子 を 用 い て 体 表 の 温 度 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 請 求 項 １ ３ の 発 明 に よ る 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム は 、 身 体 に 常 時 装 着 可 能 な ケ ー
シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 設 け ら れ 体 表 の 温 度 を 検 出 す る 体 表 温 度 検 出 手 段 と 、 時 刻 を 計
時 す る タ イ マ を 備 え て 予 め 設 定 さ れ た 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 該 体 表 温 度
検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 一 定 の 時 間 間 隔 で 読 込 む デ ー タ 読 込 み 手 段 と 、 該 デ
ー タ 読 込 み 手 段 よ っ て 読 込 ん だ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ に 基 づ く 体 表 温 度 情 報 を 記 憶 す る 記 憶
手 段 と 、 該 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 を 外 部 に 出 力 す る 温 度 情 報 出 力 手 段 と
か ら な る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 有 し 、 該 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の 温 度 情 報 出 力 手 段 を 用
い て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 体 表 温 度 情 報 を 取 得 す る 温 度 情 報 取 得 手 段 と 、 該 温 度 情 報
取 得 手 段 に よ っ て 取 得 し た 体 表 温 度 情 報 の う ち 最 高 温 度 と な る も の を 前 記 開 始 時 刻 か ら 終
了 時 刻 ま で の 代 表 温 度 と し て 選 択 し 、 該 代 表 温 度 を 分 析 す る 分 析 手 段 と 、 該 分 析 手 段 に よ
っ て 分 析 し た 分 析 結 果 を 視 覚 情 報 お よ び ／ ま た は 音 声 情 報 と し て 外 部 に 出 力 す る 分 析 結 果
出 力 手 段 と に よ っ て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 温 度 情 報 取 得 手 段 を 用 い て 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の 記 憶
手 段 に 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 を 取 得 し 、 分 析 手 段 を 用 い て こ の 体 表 温 度 情 報 を 分 析 で き る
と 共 に 、 分 析 結 果 出 力 手 段 を 用 い て 、 例 え ば 女 性 の 月 経 周 期 や 女 性 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報
等 の 分 析 結 果 を 視 覚 的 ま た は 聴 覚 的 に 外 部 の 携 帯 電 話 等 に 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 分 析 手 段 は 複 数 の 体 表 温 度 情 報 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 代 表 温 度 と し て 選 択
す る か ら 、 使 用 者 の 体 温 に よ っ て 体 表 温 度 検 出 手 段 が 十 分 に 温 め ら れ た 状 態 で 、 こ の と き
の 体 表 温 度 情 報 を 例 え ば 就 寝 中 の 代 表 温 度 と し て 特 定 す る こ と が で き 、 代 表 温 度 を 使 用 者
の 身 体 温 度 に 正 確 に 対 応 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 分 析 手 段 は 、 こ の よ う に 特 定 し
た 代 表 温 度 を 用 い て 例 え ば 女 性 の 月 経 周 期 や 女 性 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報 等 を 正 確 に 分 析 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 請 求 項 １ ４ の 発 明 に よ る 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム は 、 身 体 に 常 時 装 着 可 能 な ケ ー
シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 設 け ら れ 体 表 の 温 度 を 検 出 す る 体 表 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 ケ ー
シ ン グ に 設 け ら れ 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 手 段 と 、 前 記 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ
る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 外 気 温 度 検 出 手 段 に よ る 外 気 温 度 検 出 デ ー タ と を 一 定 の 時 間 間 隔
で 一 緒 に 読 込 む デ ー タ 読 込 み 手 段 と 、 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 よ っ て 読 込 ん だ 体 表 温 度 検 出 デ
ー タ に 基 づ く 体 表 温 度 情 報 を 記 憶 し 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ に 基 づ く 外 気 温 度 情 報 を 記 憶 す
る 記 憶 手 段 と 、 該 記 憶 手 段 に よ っ て 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 を 外 部 に 出 力 す
る 温 度 情 報 出 力 手 段 と か ら な る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 有 し 、 該 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の
温 度 情 報 出 力 手 段 を 用 い て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 を 取 得
す る 温 度 情 報 取 得 手 段 と 、 該 温 度 情 報 取 得 手 段 に よ っ て 取 得 し た 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度
情 報 を 分 析 す る 分 析 手 段 と 、 該 分 析 手 段 に よ っ て 分 析 し た 分 析 結 果 を 視 覚 情 報 お よ び ／ ま
た は 音 声 情 報 と し て 外 部 に 出 力 す る 分 析 結 果 出 力 手 段 と を 備 え る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 温 度 情 報 取 得 手 段 を 用 い て 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の 記 憶
手 段 に 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 を 取 得 し 、 分 析 手 段 を 用 い て こ れ ら の 体 表 温
度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 を 分 析 で き る と 共 に 、 分 析 結 果 出 力 手 段 を 用 い て 、 例 え ば 女 性 の 月
経 周 期 や 女 性 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報 等 の 分 析 結 果 を 視 覚 的 ま た は 聴 覚 的 に 外 部 の 携 帯 電 話
等 に 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
請 求 項 １ ５ の 発 明 で は 、 分 析 手 段 は 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 し た 修 正 温
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度 情 報 を 演 算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 を 備 え る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ に よ り 、 体 表 温 度 情 報 が 外 気 の 影 響 に よ っ て 変 動 す る 場 合 で あ っ て も 、 温 度 情 報 修 正
手 段 は 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
請 求 項 １ ６ の 発 明 で は 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ を 備 え 、 予 め 設 定 さ
れ た 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 で 体 表 温 度 検 出 デ ー タ と 外 気
温 度 検 出 デ ー タ と を 読 込 む 構 成 と し 、 分 析 手 段 は 、 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を
修 正 し た 修 正 温 度 情 報 を 演 算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 と 、 前 記 時 間 間 隔 毎 の 体 表 温 度 情 報 の
時 間 的 変 動 幅 と 外 気 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と を 演 算 す る 変 動 幅 演 算 手 段 と 、 該 変 動 幅 演
算 手 段 に よ る ２ つ の 時 間 的 変 動 幅 を 用 い て 熱 平 衡 状 態 か 否 か を 判 定 す る 熱 平 衡 状 態 判 定 手
段 と 、 該 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 に よ っ て 熱 平 衡 状 態 で あ る と 判 定 し た と き に 当 該 時 刻 の 修 正
温 度 情 報 を 代 表 温 度 候 補 と し て 抽 出 す る 代 表 温 度 候 補 抽 出 手 段 と 、 前 記 代 表 温 度 候 補 の う
ち 最 高 温 度 と な る も の を 代 表 温 度 と し て 選 択 す る 代 表 温 度 選 択 手 段 と を 備 え る 構 成 と し て
い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ の と き 、 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 は 、 例 え ば 体 表 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と 外 気 温 度 情 報 の
時 間 的 変 動 幅 と の 二 乗 和 が 予 め 決 め ら れ た 判 定 値 よ り も 小 さ い と き に は 、 ケ ー シ ン グ 等 は
温 度 変 化 が 少 な い 熱 平 衡 状 態 に あ る 判 定 す る 。 こ れ に よ り 、 代 表 温 度 候 補 抽 出 手 段 は 、 こ
の と き の 修 正 温 度 情 報 を 代 表 温 度 候 補 と し て 抽 出 す る 。 そ し て 、 代 表 温 度 選 択 手 段 は 代 表
温 度 候 補 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 選 択 す る か ら 、 使 用 者 の 体 温 に よ っ て ケ ー シ ン グ
、 体 表 温 度 検 出 手 段 等 が 十 分 に 温 め ら れ た 熱 平 衡 状 態 の 修 正 温 度 情 報 を 例 え ば 就 寝 中 の 代
表 温 度 と し て 特 定 す る こ と が で き 、 代 表 温 度 を 使 用 者 の 身 体 温 度 に 正 確 に 対 応 さ せ る こ と
が で き る 。 こ の 結 果 、 分 析 手 段 は 、 こ の よ う に 特 定 し た 代 表 温 度 を 用 い て 例 え ば 女 性 の 月
経 周 期 や 女 性 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報 等 を 正 確 に 分 析 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 、 請 求 項 １ ７ の 発 明 の よ う に 、 分 析 結 果 出 力 手 段 に よ る 分 析 結 果 を 取 得 し た 使 用 者
か ら 利 用 料 金 を 徴 収 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 お よ び 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム
を 添 付 図 面 に 従 っ て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま ず 、 図 １ な い し 図 ９ は 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 図 に お い て 、 １ は 身 体 温 度 情 報 端 末 装
置 （ 以 下 、 端 末 装 置 １ と い う ） で 、 該 端 末 装 置 １ は 、 後 述 の ケ ー シ ン グ ２ 、 体 表 温 度 検 出
部 ４ 、 回 路 基 板 ５ 、 接 続 部 ９ 等 に よ っ て 大 略 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
２ は 端 末 装 置 １ の 本 体 （ 主 支 持 体 ） を な す ケ ー シ ン グ で 、 該 ケ ー シ ン グ ２ は 、 図 １ な い し
図 ６ に 示 す よ う に 例 え ば 樹 脂 材 料 を 用 い て 略 四 角 形 の 箱 形 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 部 に は 後
述 の 回 路 基 板 ５ 等 が 収 容 さ れ て い る 。 ま た 、 ケ ー シ ン グ ２ の 正 面 に は 、 略 円 形 状 に 貫 通 し
た 開 口 ２ Ａ が 設 け ら れ 、 該 開 口 ２ Ａ に は 後 述 の カ バ ー 部 材 ４ Ａ が 突 出 し て 取 付 け ら れ る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
３ は カ バ ー 部 材 ４ Ａ を 身 体 の う ち 身 体 温 度 の 変 動 が 反 映 さ れ 易 く 、 外 気 温 変 動 に 影 響 さ れ
難 い 部 位 （ 測 定 部 位 ） と し て 例 え ば 腹 部 Ａ に 装 着 す る た め の 装 着 手 段 と し て の ク リ ッ プ で
、 該 ク リ ッ プ ３ は 、 図 ２ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 略 Ｌ 字 形 状 の 片 持 梁 を な し て ケ ー シ ン グ
２ の 背 面 側 に 取 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 ク リ ッ プ ３ は 、 そ の 基 端 側 が ケ ー シ ン グ ２ の 上 部
側 に 固 定 し て 取 付 け ら れ る と 共 に 、 先 端 側 が 自 由 端 と な っ て ケ ー シ ン グ ２ の 下 部 側 に 向 け
て 延 び て い る 。 さ ら に 、 ク リ ッ プ ３ の 先 端 に は 、 ケ ー シ ン グ ２ と の 間 を 狭 め る 抜 止 め 部 ３
Ａ が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
そ し て 、 ク リ ッ プ ３ は 、 図 １ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 使 用 者 Ｈ の 腹 部 Ａ に 配 置 し た と き
に 、 ケ ー シ ン グ ２ と の 間 に シ ョ ー ツ 等 の 下 着 Ｂ を 挟 む と 共 に 、 下 着 Ｂ の 縁 に 引 っ 掛 る （ 下
着 Ｂ の 縁 を 挟 み 留 め る ） こ と に よ っ て 、 ケ ー シ ン グ ２ を 位 置 決 め 固 定 す る 構 成 と な っ て い
る 。 こ れ に よ り 、 ケ ー シ ン グ ２ の 装 着 に 伴 う 違 和 感 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
４ は 体 表 の 温 度 を 検 出 す る 体 表 温 度 検 出 部 （ 体 表 温 度 検 出 手 段 ） で 、 該 体 表 温 度 検 出 部 ４
は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ケ ー シ ン グ ２ の 開 口 ２ Ａ に 取 付 け ら れ た 金 属 製 の カ バ ー 部 材 ４ Ａ
と 、 該 カ バ ー 部 材 ４ Ａ に よ っ て 覆 わ れ 周 囲 の 温 度 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る サ ー ミ ス タ 等 か
ら な る 測 温 素 子 ４ Ｂ と 、 該 測 温 素 子 ４ Ｂ と カ バ ー 部 材 ４ Ａ と の 間 に 設 け ら れ た 熱 伝 導 シ ー
ト ４ Ｃ （ 熱 伝 導 部 材 ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
そ し て 、 カ バ ー 部 材 ４ Ａ は 、 例 え ば ５ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ 程 度 の 直 径 寸 法 を も っ た 略 円 形 の 突
起 状 に 形 成 さ れ 、 開 口 ２ Ａ に 取 付 け た 状 態 で ケ ー シ ン グ ２ の 正 面 （ 表 面 ） か ら 突 出 す る 。
こ れ に よ り 、 カ バ ー 部 材 ４ Ａ は 、 体 表 に 接 触 可 能 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 熱 伝 導 シ ー ト ４ Ｃ は 熱 伝 導 性 を 有 す る シ リ コ ン 系 の 材 料 に よ っ て シ ー ト 状 に 形 成 さ
れ て い る 。 一 方 、 測 温 素 子 ４ Ｂ は 、 支 持 基 板 ４ Ｄ の 表 面 に 取 付 け ら れ る と 共 に 、 熱 伝 導 シ
ー ト ４ Ｃ に 接 触 し つ つ 突 起 状 を な す カ バ ー 部 材 ４ Ａ 内 に 収 容 さ れ て い る 。 そ し て 、 支 持 基
板 ４ Ｄ は 金 属 プ レ ー ト 等 か ら な る 固 定 部 材 ４ Ｅ に よ っ て カ バ ー 部 材 ４ Ａ に 向 け て 弾 性 的 に
押 付 け ら れ る と 共 に 、 固 定 部 材 ４ Ｅ は ケ ー シ ン グ ２ に ネ ジ 止 め 固 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 熱 伝 導 シ ー ト ４ Ｃ は 、 測 温 素 子 ４ Ｂ と カ バ ー 部 材 ４ Ａ と に 密 着 し 、 カ バ ー 部 材 ４ Ａ 側
の 熱 を 測 温 素 子 ４ Ｂ に 低 損 失 な 状 態 で 測 温 素 子 ４ Ｂ に 伝 達 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な お 、 測 温 素 子 ４ Ｂ は 、 サ ー ミ ス タ 等 の 単 体 の 素 子 に よ っ て 構 成 し て も よ く 、 サ ー ミ ス タ
と Ａ ／ Ｄ 変 換 器 と を 一 体 化 し た Ｉ Ｃ チ ッ プ 等 に よ っ て 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
５ は ケ ー シ ン グ ２ の 内 部 に 収 容 さ れ た 回 路 基 板 で 、 該 回 路 基 板 ５ に は 、 図 ８ に 示 す よ う に
デ ー タ 読 込 み 手 段 お よ び 代 表 温 度 選 択 手 段 と し て の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 等 か ら な る コ ン
ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ が 搭 載 さ れ 、 該 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 体 表 温 度 検 出 部 ４ の 測 温 素
子 ４ Ｂ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 後 述 の 接 続 部 ９ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ
ッ ト ６ に は 記 憶 手 段 と し て 例 え ば Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｒ Ａ Ｍ 等 か ら な る 記 憶 部 ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
こ こ で 、 記 憶 部 ７ に は 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ を 作 動 さ せ る プ ロ グ ラ ム と 該 プ ロ グ ラ ム
で 使 用 す る 開 始 時 刻 ｔ 1、 終 了 時 刻 ｔ 2、 時 間 間 隔 Δ ｔ 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0が 予 め 格 納 さ れ
る と 共 に 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ の 作 動 に よ っ て 後 述 の 体 表 温 度 情 報 と し て の 差 分 値 Δ
Ｔ sお よ び 代 表 温 度 Ｔ dが 記 憶 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
こ の と き 、 開 始 時 刻 ｔ 1と 終 了 時 刻 ｔ 2は 就 寝 中 の 時 刻 と し て 例 え ば 午 前 ２ 時 （ ｔ 1＝ ２ ：
０ ０ ａ ｍ ） と 午 前 ５ 時 （ ｔ 2＝ ５ ： ０ ０ ａ ｍ ） と に そ れ ぞ れ 設 定 さ れ 、 時 間 間 隔 Δ ｔ は 例
え ば ５ 分 か ら １ ０ 分 程 度 の 値 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0は 使 用 者 Ｈ の 腹 部 Ａ
の 平 均 的 な 体 表 温 度 の 値 と し て 例 え ば ３ ４ ． ０ ０ ℃ 程 度 の 値 に 設 定 さ れ る 。 な お 、 開 始 時
刻 ｔ 1、 終 了 時 刻 ｔ 2、 時 間 間 隔 Δ ｔ 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0は 使 用 者 Ｈ の 個 人 差 等 を 考 慮 し て
可 変 に 設 定 で き る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ ８ を 有 し て い る 。 そ し て 、 コ ン ト
ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 ケ ー シ ン グ ２ に 搭 載 さ れ た コ イ ン 型 リ チ ウ ム 電 池 等 の 電 源 (図 示 せ
ず )に よ っ て 駆 動 し 、 例 え ば 電 源 投 入 に よ っ て 記 憶 部 ７ か ら プ ロ グ ラ ム を 読 出 し て 作 動 す
る 。 こ れ に よ り 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 タ イ マ ８ に よ る 時 刻 が 開 始 時 刻 ｔ 1に 達 す
る と 、 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 測 温 素 子 ４
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Ｂ か ら 体 表 の 温 度 に 応 じ た 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 む 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ
ッ ト ６ は 、 こ の 検 出 デ ー タ Ｔ sの 数 値 （ 測 定 温 度 ） と 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0と の 差 分 値 Δ Ｔ sを
演 算 し 、 該 差 分 値 Δ Ｔ sを 記 憶 部 ７ に 順 次 記 憶 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
な お 、 体 表 温 度 情 報 は 、 差 分 値 Δ Ｔ sに 限 ら ず 、 測 定 温 度 を な す 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sそ
の も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 体 表 温 度 情 報 は 、 差 分 値 Δ Ｔ sの み な ら ず 、 該 差 分 値 Δ Ｔ s
を 測 定 し た と き の 時 刻 を 付 属 さ せ て 、 差 分 値 Δ Ｔ sと そ の 測 定 時 刻 と を 一 対 の 情 報 と し て
用 い る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
９ は ケ ー シ ン グ ２ の 側 面 側 に 取 付 け ら れ た 温 度 情 報 出 力 手 段 と し て の 接 続 部 で 、 該 接 続 部
９ は 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ に 接 続 さ れ た 状 態 で 例 え ば コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ と 一 緒
に 回 路 基 板 ５ に 搭 載 さ れ て い る 。 そ し て 、 接 続 部 ９ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 例 え ば 携 帯 電 話
、 Ｐ Ｈ Ｓ （ Personal Handy-phone System） 、 携 帯 端 末 （ Ｐ Ｄ Ａ ： Personal Digital Assi
stants／ Personal Data Assistants） 、 コ ン ピ ュ ー タ 等 の 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 中 継 ケ ー ブ
ル １ １ 等 を 介 し て 接 続 可 能 と な る よ う に 各 種 の コ ネ ク タ 等 に よ っ て 構 成 さ れ 、 記 憶 部 ７ に
記 憶 さ れ た 差 分 値 Δ Ｔ sを 外 部 情 報 機 器 に 向 け て 出 力 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
な お 、 接 続 部 ９ は 、 シ リ ア ル な 信 号 を 伝 送 す る コ ネ ク タ で あ っ て も よ く 、 パ ラ レ ル な 信 号
を 伝 送 す る コ ネ ク タ で も よ い 。 即 ち 、 接 続 部 ９ に は 、 信 号 の 伝 送 方 式 、 接 続 対 象 等 に 応 じ
た コ ネ ク タ が 適 宜 選 択 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
本 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 １ は 上 述 の 如 き 構 成 を 有 す る も の で 、 次 に 、 そ
の 身 体 温 度 情 報 の 測 定 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま ず 、 使 用 者 Ｈ は 、 図 １ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 体 表 温 度 検 出 部 ４ の カ バ ー 部 材 ４ Ａ が 腹
部 Ａ に 接 触 し た 状 態 で ケ ー シ ン グ ２ を 腹 部 Ａ と 下 着 Ｂ と の 間 に 挟 み 、 ク リ ッ プ ３ を 用 い て
下 着 Ｂ に ケ ー シ ン グ ２ を 固 定 す る 。 こ の 状 態 で 使 用 者 Ｈ は 就 寝 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
こ の と き 、 電 池 の 装 着 や ス イ ッ チ (図 示 せ ず )の 閉 成 に よ っ て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ が
駆 動 す る と 共 に 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 記 憶 部 ７ か ら プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し て 実 行
す る 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 タ イ マ ８ に よ る 時 刻 が 午 前 ３ 時 等 の 開 始 時 刻
ｔ 1に 達 す る ま で そ の ま ま の 状 態 で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
次 に 、 タ イ マ ８ に よ る 時 刻 が 開 始 時 刻 ｔ 1に 到 達 す る と 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 例
え ば ５ 分 程 度 の 予 め 設 定 さ れ た 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 体 表 温 度 検 出 部 ４ の 測 温 素 子 ４ Ｂ か ら 測
定 温 度 に 応 じ た 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 む 。 こ の と き 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は
、 読 込 ん だ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sの 温 度 数 値 と 使 用 者 Ｈ の 平 均 的 な 腹 部 Ａ の 体 表 温 度 等
に 設 定 さ れ た 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0と の 差 分 を 演 算 し 、 こ の 差 分 値 Δ Ｔ sを 記 憶 部 ７ に 順 次 記 憶
す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 こ の よ う な 身 体 温 度 の 測 定 動 作 を 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に
繰 返 す と 共 に 、 タ イ マ ８ に よ る 時 刻 が 終 了 時 刻 ｔ 2に 到 達 す る と 、 測 定 動 作 を 終 了 す る 。
こ れ に よ り 、 使 用 者 Ｈ が 起 床 し た と き に は 、 記 憶 部 ７ に 対 し て 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻
ｔ 2ま で の 一 定 の 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 の 差 分 値 Δ Ｔ sが 自 動 的 に 記 憶 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
次 に 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 記 憶 部 ７ に 記 憶 さ れ た 体 表 温 度 の 差 分 値 Δ Ｔ sと 基 準
温 度 数 値 Ｔ 0を 用 い て 、 体 表 の 測 定 温 度 （ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ s） が 日 常 的 な 体 温 に よ る
値 と 考 え ら れ る 常 識 的 な 範 囲 （ 例 え ば 、 ３ ３ ℃ ～ ３ ８ ℃ ） に 属 す か 否 か を 判 定 す る 。 そ し
て 、 こ の 範 囲 に 属 さ な い 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sは 不 正 な デ ー タ と し て 除 去 す る と 共 に 、
残 余 の 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sの う ち 最 高 温 度 と な る も の を 、 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻 ｔ
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2ま で の 代 表 温 度 Ｔ d（ 就 寝 し た 日 の 代 表 温 度 Ｔ d） と し て 特 定 し 、 記 憶 部 ７ に 記 憶 す る 。
な お 、 端 末 装 置 １ に 液 晶 等 の 表 示 部 を 設 け た 場 合 に は 、 こ の 表 示 部 に 代 表 温 度 Ｔ dを 表 示
す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
最 後 に 、 使 用 者 Ｈ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 接 続 部 ９ を 携 帯 電 話 、 携 帯 端 末 、 コ ン ピ ュ ー タ 等
の 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 中 継 ケ ー ブ ル １ １ を 介 し て 接 続 す る 。 こ の と き 、 中 継 ケ ー ブ ル １ １
の 途 中 に は 記 憶 部 ７ 内 の 差 分 値 Δ Ｔ s、 代 表 温 度 Ｔ dの デ ー タ を 外 部 情 報 機 器 １ ０ で 読 取 り
可 能 な デ ー タ に 変 換 す る 通 信 仲 介 装 置 １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 記 憶 部 ７ に 記
憶 さ れ た １ 日 分 の 差 分 値 Δ Ｔ s、 代 表 温 度 Ｔ dを 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 伝 送 す る こ と が で き る
か ら 、 外 部 情 報 機 器 １ ０ 自 体 ま た は 当 該 外 部 情 報 機 器 １ ０ を 介 し て 接 続 さ れ た 外 部 の サ ー
バ コ ン ピ ュ ー タ 等 （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 差 分 値 Δ Ｔ sを 分 析 し 、 就 寝 中 の 体 表 温 度 検 出 デ
ー タ Ｔ sの 変 動 等 に 基 づ い て 使 用 者 Ｈ の 体 調 判 断 等 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 例 え ば 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 に は 、 使 用 者 Ｈ の 基 礎 体 温 に 応 じ た 代 表 温 度 Ｔ
dを 数 日 間 ま た は 数 ヶ 月 間 に 亘 っ て 保 存 し て お く こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 例 え ば 外 部 の
サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 を 用 い て 数 日 間 ま た は 数 ヶ 月 間 に 亘 る 基 礎 体 温 （ 代 表 温 度 Ｔ d） の
変 化 を 計 測 す る こ と が で き る か ら 、 基 礎 体 温 の 変 化 に 基 づ く 月 経 周 期 等 の 情 報 を 正 確 に 分
析 し 、 使 用 者 Ｈ に 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
な お 、 記 憶 部 ７ に 記 憶 さ れ た 差 分 値 Δ Ｔ s、 代 表 温 度 Ｔ dは 必 ず し も 毎 日 外 部 情 報 機 器 １ ０
に 出 力 す る 必 要 は な く 、 記 憶 部 ７ の 容 量 に 応 じ て 数 日 間 分 の 差 分 値 Δ Ｔ s等 を ま と め て 外
部 情 報 機 器 １ ０ に 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う に 、 差 分 値 Δ Ｔ s等 を 複 数 日 分 を
ま と め て 出 力 す る こ と に よ っ て 、 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 対 し て 差 分 値 Δ Ｔ s等 を 出 力 す る 操
作 の 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 端 末 装 置 １ 内 の コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ に よ っ て 代 表 温 度 Ｔ d
を 特 定 す る も の と し た が 、 差 分 値 Δ Ｔ sを 受 け 取 っ た 外 部 情 報 機 器 １ ０ や 外 部 の サ ー バ コ
ン ピ ュ ー タ 等 を 用 い て 代 表 温 度 Ｔ dを 特 定 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 コ ン ト ロ ー
ル ユ ニ ッ ト ６ に 対 し て 代 表 温 度 Ｔ dの 特 定 に 伴 う 処 理 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
か く し て 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 身 体 に 常 時 装 着 可 能 な ケ ー シ ン グ ２ に は 、 体 表 温 度 検 出 部
４ に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 一 定 の 時 間 間 隔 Δ ｔ で 読 込 む コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６
を 設 け る と 共 に 、 該 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ よ っ て 読 込 ん だ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sに 基
づ く 差 分 値 Δ Ｔ sを 記 憶 す る 記 憶 部 ７ を 設 け る 構 成 と し た か ら 、 使 用 者 Ｈ は ケ ー シ ン グ ２
を 身 体 に 装 着 し た 状 態 で 就 寝 す る こ と が で き 、 起 床 中 に 比 べ て 身 体 温 度 が 安 定 し て い る 就
寝 中 の 身 体 温 度 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 例 え ば ５ 分 程 度 の 一 定 の 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 体 表 温 度 検
出 部 ４ に よ る 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 み 、 こ の 検 出 デ ー タ Ｔ sに 基 づ い て 演 算 し た 基
準 温 度 数 値 Ｔ 0と の 差 分 値 Δ Ｔ sを 記 憶 部 ７ に 記 憶 す る か ら 、 就 寝 中 の 体 温 に 対 応 し た 差 分
値 Δ Ｔ sを 用 い る こ と に よ っ て 使 用 者 Ｈ の 身 体 温 度 を 正 確 に 求 め る こ と が で き る と 共 に 、
基 礎 体 温 の 変 動 幅 や 月 経 周 期 を 正 確 に 把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ま た 、 ケ ー シ ン グ ２ に は ク リ ッ プ ３ を 設 け た か ら 、 肌 と 接 触 す る 下 着 に ク リ ッ プ ３ を 容 易
に 取 付 け る こ と が 可 能 と な る と 共 に 、 ケ ー シ ン グ ２ を 下 着 に よ っ て 覆 う こ と が で き る 。 こ
の 結 果 、 身 体 温 度 の 変 動 が 反 映 さ れ 易 い 内 臓 の 近 く に あ り 、 下 着 等 に 覆 わ れ て い る た め に
外 気 温 変 動 に 影 響 さ れ 難 い 腹 部 Ａ に 体 表 温 度 検 出 部 ４ を 接 触 さ せ る こ と が で き る か ら 、 下
着 で 保 温 さ れ て い る 腹 部 の 温 度 を 測 定 す る こ と が で き る と 共 に 、 下 着 に よ っ て 外 気 温 度 の
影 響 を 軽 減 す る こ と が で き 、 正 確 な 体 表 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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さ ら に 、 ケ ー シ ン グ ２ を 腹 部 Ａ に 装 着 し た と き に は 、 身 体 の 他 の 部 位 に 装 着 し た と き に 比
べ て 、 特 に 就 寝 中 に ケ ー シ ン グ ２ が 測 定 部 位 か ら 位 置 ず れ し 難 く な る た め 、 位 置 ず れ に よ
る 測 定 誤 差 も 軽 減 す る こ と が で き 、 検 出 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 、 記 憶 部 ７ に は 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0と 検 出 デ ー タ Ｔ sの 数 値 と の 差 分 値 Δ Ｔ sを 体 表 温 度
情 報 と し て 記 録 す る 構 成 と し た か ら 、 例 え ば 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0を 使 用 者 Ｈ の 平 均 的 な 腹 部
Ａ の 体 表 温 度 に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 就 寝 中 の 体 温 の 変 動 分 だ け を 記 憶 す る こ と が で き
る 。 こ の 結 果 、 記 憶 す る 体 表 温 度 情 報 の デ ー タ 量 を 低 減 で き 、 Ｒ Ａ Ｍ 等 の 記 憶 素 子 の 容 量
を 小 さ く し 、 装 置 全 体 を 小 型 化 、 低 コ ス ト 化 で き る と 共 に 、 記 憶 す る 体 表 温 度 情 報 を 増 加
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
特 に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0は 、 外 部 か ら 更 新 可 能 な 構 成 と し た か ら 、 平
均 的 な 体 表 温 度 の 個 人 差 に 応 じ て 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0を 設 定 で き 、 使 用 者 Ｈ 毎 に 体 表 温 度 の
平 均 値 が 異 な る 場 合 で も 、 体 温 の 変 動 分 だ け を 体 表 温 度 情 報 と し て 記 憶 し 、 体 表 温 度 情 報
の デ ー タ 量 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
ま た 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ は 、 ケ ー シ ン グ ２ か ら 突 出 し た カ バ ー 部 材 ４ Ａ と 、 該 カ バ ー 部 材
４ Ａ に よ っ て 覆 わ れ た 測 温 素 子 ４ Ｂ と 、 該 測 温 素 子 ４ Ｂ と カ バ ー 部 材 ４ Ａ と の 間 に 設 け ら
れ た 熱 伝 導 シ ー ト ４ Ｃ と に よ っ て 構 成 し た か ら 、 ケ ー シ ン グ ２ か ら 突 出 し た カ バ ー 部 材 ４
Ａ を 体 表 に 容 易 に 接 触 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 体 表 の 温 度 を カ バ ー 部 材 ４ Ａ と 熱 伝 導
シ ー ト ４ Ｃ を 通 じ て 測 温 素 子 ４ Ｂ に 低 損 失 で 伝 達 で き 、 測 温 素 子 ４ Ｂ を 用 い て 体 表 の 温 度
を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 間 に 亘 っ て 体 表 温 度
検 出 部 ４ か ら 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 む 構 成 と し た か ら 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６
は 、 予 め 設 定 さ れ た 深 夜 等 の 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 起 床 前 の 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 間 に 亘 っ て 一 定
の 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 む こ と が で き 、 記 憶 部 ７ は こ の 検 出 デ
ー タ Ｔ sに 基 づ い て 就 寝 中 の 複 数 の 体 表 温 度 情 報 を 自 動 的 に 記 憶 す る こ と が で き る 。 さ ら
に 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は タ イ マ ８ を 備 え る か ら 、 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 ん
だ 時 刻 を 検 出 デ ー タ Ｔ sと 一 緒 に 記 憶 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ま た 、 ケ ー シ ン グ ２ に は 、 記 憶 部 ７ に 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 （ 差 分 値 Δ Ｔ s） を 外 部 に 出
力 す る 接 続 部 ９ を 設 け た か ら 、 接 続 部 ９ を 介 し て 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 体 表 温 度 情 報 を 出 力
す る こ と が で き る と 共 に 、 該 外 部 情 報 機 器 １ ０ を ネ ッ ト ワ ー ク 網 に 接 続 す る こ と に よ っ て
、 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 の 分 析 等 の 各 種 の サ ー ビ ス を 受 け る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ は 、 複 数 の 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ s（ 差 分 値 Δ Ｔ s） の う
ち で 最 高 温 度 と な る も の を 代 表 温 度 Ｔ dと し て 選 択 す る か ら 、 使 用 者 Ｈ の 体 温 に よ っ て 体
表 温 度 検 出 部 ４ 等 の 端 末 装 置 １ 全 体 が 十 分 に 温 め ら れ た 状 態 で 、 こ の と き の 体 表 温 度 検 出
デ ー タ Ｔ sを 就 寝 し た 日 の 代 表 温 度 Ｔ dと し て 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
即 ち 、 電 気 毛 布 、 暖 房 器 具 等 を 体 温 以 上 の 温 度 設 定 で 使 用 す る よ う な 特 殊 な 環 境 を 除 け ば
、 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sが 最 高 温 度 よ り も 低 温 の 場 合 に は 、 例 え ば 使 用 者 Ｈ に 装 着 し た
直 後 の よ う に 端 末 装 置 １ が 加 熱 さ れ て い る と き や 寝 返 り 等 に よ っ て 使 用 者 Ｈ の 皮 膚 か ら 体
表 温 度 検 出 部 ４ が 離 れ て 端 末 装 置 １ が 冷 却 さ れ た と き の よ う に 、 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ s
は 身 体 温 度 を 正 確 に 反 映 し て い な い の に 対 し 、 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sの う ち で 最 高 温 度
と な る も の を 代 表 温 度 Ｔ dと し て 選 択 す る か ら 、 代 表 温 度 Ｔ dを 身 体 温 度 （ 基 礎 体 温 ） に 正
確 に 対 応 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 基 礎 体 温 に 対 応 し た 代 表 温 度 Ｔ dの 信 頼 性 を 高
め る こ と が で き 、 基 礎 体 温 の 変 動 幅 や 月 経 周 期 を 正 確 に 分 析 、 把 握 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ ９ 】
次 に 、 図 １ ０ な い し 図 １ ７ は 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 ケ ー シ ン
グ の 背 面 側 に は 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 部 を 設 け た こ と に あ る 。 な お 、 本 実 施
の 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す
る も の と す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
２ １ は 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 部 （ 外 気 温 度 検 出 手 段 ） で 、 該 外 気 温 度 検 出 部
２ １ は 、 ケ ー シ ン グ ２ の う ち 体 表 温 度 検 出 部 ４ と は 反 対 側 と な る 背 面 側 に 配 設 さ れ て い る
。 ま た 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ は 、 例 え ば 体 表 温 度 検 出 部 ４ と ほ ぼ 同 様 に ケ ー シ ン グ ２ の 開
口 ２ Ｂ に 取 付 け ら れ た 金 属 製 の カ バ ー 部 材 ２ １ Ａ と 、 該 カ バ ー 部 材 ２ １ Ａ に よ っ て 覆 わ れ
周 囲 の 温 度 に 応 じ た 信 号 を 出 力 す る サ ー ミ ス タ 等 か ら な る 測 温 素 子 と 、 該 測 温 素 子 と カ バ
ー 部 材 と の 間 に 設 け ら れ た 熱 伝 導 シ ー ト （ い ず れ も 図 示 せ ず )に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
そ し て 、 カ バ ー 部 材 ２ １ Ａ は 、 使 用 者 Ｈ の 指 等 が 接 触 し な い よ う に 、 ク リ ッ プ ３ に よ っ て
覆 わ れ る と 共 に 、 開 口 ２ Ｂ に 取 付 け た 状 態 で ケ ー シ ン グ ２ の 背 面 か ら ほ と ん ど 突 出 し な い
構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
２ ２ は ケ ー シ ン グ ２ の 正 面 側 に 設 け ら れ た 液 晶 等 か ら な る 表 示 部 で 、 該 表 示 部 ２ ２ は 後 述
の コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ に 接 続 さ れ 、 例 え ば コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ に よ っ て 特 定
さ れ た 代 表 温 度 Ｔ d等 を 表 示 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
２ ３ は ケ ー シ ン グ ２ の 正 面 側 に 設 け ら れ た 選 択 十 字 キ ー 、 ボ タ ン ス イ ッ チ 等 か ら な る 入 力
部 で 、 該 入 力 部 ２ ３ は 後 述 の 開 始 時 刻 ｔ 1、 終 了 時 刻 ｔ 2、 時 間 間 隔 Δ ｔ 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ
0等 を 入 力 す る と 共 に 、 端 末 装 置 １ の 駆 動 、 停 止 等 を 切 換 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
２ ４ は ケ ー シ ン グ ２ の 内 部 に 収 容 さ れ た 回 路 基 板 で 、 該 回 路 基 板 ２ ４ に は 、 図 １ ４ に 示 す
よ う に デ ー タ 読 込 み 手 段 お よ び 代 表 温 度 特 定 手 段 と し て の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 等 か ら な
る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ が 搭 載 さ れ 、 該 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 そ の 入 力 側 が
体 表 温 度 検 出 部 ４ 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ 、 入 力 部 ２ ３ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 出 力 側 が 表 示
部 ２ ２ と 接 続 部 ９ と に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ に は 記 憶 手 段 と し
て 例 え ば Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｒ Ａ Ｍ 等 か ら な る 記 憶 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
こ こ で 、 記 憶 部 ２ ６ に は 、 体 表 と 外 気 の 温 度 を そ れ ぞ れ 検 出 し た 後 に 代 表 温 度 Ｔ dを 特 定
す る た め の 代 表 温 度 特 定 プ ロ グ ラ ム お よ び 入 力 部 ２ ３ に よ っ て 入 力 さ れ た 開 始 時 刻 ｔ 1、
終 了 時 刻 ｔ 2、 時 間 間 隔 Δ ｔ 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0が 格 納 さ れ て い る 。 ま た 、 記 憶 部 ２ ６ に は
、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ の 作 動 に よ っ て 後 述 の 体 表 温 度 情 報 と し て の 差 分 値 Δ Ｔ s、
外 気 温 度 情 報 と し て の 差 分 値 Δ Ｔ aお よ び 代 表 温 度 Ｔ dが 記 憶 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
こ の と き 、 開 始 時 刻 ｔ 1と 終 了 時 刻 ｔ 2は 就 寝 中 の 時 刻 と し て 例 え ば 午 前 ０ 時 （ ｔ 1＝ ０ ：
０ ０ ａ ｍ ） と 午 前 ６ 時 （ ｔ 2＝ ６ ： ０ ０ ａ ｍ ） と に そ れ ぞ れ 設 定 さ れ 、 時 間 間 隔 Δ ｔ は 例
え ば ５ 分 か ら １ ０ 分 程 度 の 値 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0は 使 用 者 Ｈ の 腹 部 Ａ
の 平 均 的 な 体 表 温 度 の 値 と し て 例 え ば ３ ４ ． ０ ０ ℃ 程 度 の 値 に 設 定 さ れ る 。 な お 、 開 始 時
刻 ｔ 1、 終 了 時 刻 ｔ 2、 時 間 間 隔 Δ ｔ 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0は 使 用 者 Ｈ の 個 人 差 等 を 考 慮 し て
可 変 に 設 定 で き る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 時 刻 を 計 時 す る タ イ マ ２ ７ を 有 し て い る 。 そ し て 、 コ
ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 ケ ー シ ン グ ２ に 搭 載 さ れ た コ イ ン 型 リ チ ウ ム 電 池 等 の 電 源 (
図 示 せ ず )に よ っ て 駆 動 し 、 例 え ば 入 力 部 ２ ３ か ら 駆 動 を 指 示 す る 信 号 が 入 力 さ れ る と 記
憶 部 ２ ６ か ら 代 表 温 度 特 定 プ ロ グ ラ ム を 読 出 し て 作 動 す る 。 こ れ に よ り 、 コ ン ト ロ ー ル ユ
ニ ッ ト ２ ５ は 、 タ イ マ ２ ７ に よ る 時 刻 が 開 始 時 刻 ｔ 1に 達 す る と 、 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時
刻 ｔ 2ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 体 表 温 度 検 出 部 ４ （ 測 温 素 子 ４ Ｂ ） か ら
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体 表 の 温 度 に 応 じ た 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 む と 共 に 、 該 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sと
一 緒 に 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ か ら 外 気 の 温 度 に 応 じ た 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ aを 読 込 む 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 こ れ ら の 検 出 デ ー タ Ｔ s， Ｔ aの 数 値 （ 測 定 温 度 ）
と 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0と の 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ aを 演 算 し 、 該 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ a（ Δ Ｔ s＝ Ｔ
s－ Ｔ 0， Δ Ｔ a＝ Ｔ a－ Ｔ 0） を 記 憶 部 ２ ６ に 順 次 記 憶 す る 。 そ の 後 、 タ イ マ ２ ７ に よ る 時
刻 が 終 了 時 刻 ｔ 2に 達 す る と 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 就 寝 し た 日 の 代 表 温 度 Ｔ dと
し て 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 代 表 温 度 Ｔ dを 特 定 し 、 表 示 部 ２ ２ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
な お 、 体 表 温 度 情 報 は 、 差 分 値 Δ Ｔ sに 限 ら ず 、 測 定 温 度 を な す 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sそ
の も の で あ っ て も よ い 。 同 様 に 、 外 気 温 度 情 報 は 、 差 分 値 Δ Ｔ aに 限 ら ず 、 測 定 温 度 を な
す 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ aそ の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
ま た 、 体 表 温 度 情 報 、 外 気 温 度 情 報 は 、 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ aの み な ら ず 、 該 差 分 値 Δ Ｔ s
， Δ Ｔ aを 測 定 し た と き の 時 刻 を 付 属 さ せ て 、 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ aと そ の 測 定 時 刻 と を 一
対 の 情 報 と し て 用 い る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 １ は 上 述 の 如 き 構 成 を 有 す る も の で 、 次 に 、 そ
の 代 表 温 度 の 特 定 動 作 に つ い て 図 １ ０ な い し 図 １ ７ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
ま ず 、 使 用 者 Ｈ は 、 入 力 部 ２ ３ か ら 開 始 時 刻 ｔ 1、 終 了 時 刻 ｔ 2、 時 間 間 隔 Δ ｔ 、 基 準 温 度
数 値 Ｔ 0等 を 入 力 す る 。 次 に 、 使 用 者 Ｈ は 、 入 力 部 ２ ３ の ボ タ ン ス イ ッ チ 等 に よ っ て 代 表
温 度 特 定 プ ロ グ ラ ム 等 を 起 動 さ せ た 後 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ の
カ バ ー 部 材 ４ Ａ が 腹 部 Ａ に 接 触 し た 状 態 で ケ ー シ ン グ ２ を 腹 部 Ａ と 下 着 Ｂ と の 間 に 挟 み 、
ク リ ッ プ ３ を 用 い て 下 着 Ｂ に ケ ー シ ン グ ２ を 固 定 す る 。 こ の 状 態 で 使 用 者 Ｈ は 就 寝 す る 。
こ の と き 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 記 憶 部 ２ ６ か ら 図 １ ６ に 示 す 代 表 温 度 特 定 プ ロ
グ ラ ム を 読 出 し て 実 行 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
ま ず 、 ス テ ッ プ １ で は 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 タ イ マ ２ ７ に よ る 時 刻 が 午 前 ０ 時
等 の 開 始 時 刻 ｔ 1に 達 す る ま で そ の ま ま の 状 態 で 待 機 す る 。 そ し て 、 タ イ マ ２ ７ に よ る 時
刻 が 開 始 時 刻 ｔ 1に 到 達 す る と 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 例 え ば １ ０ 分 程 度 の 予 め
設 定 さ れ た 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 体 表 温 度 検 出 部 ４ （ 測 温 素 子 ４ Ｂ ） か ら 測 定 温 度 に 応 じ た 体
表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 む と 共 に 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ か ら 測 定 温 度 に 応 じ た 外 気 温
度 検 出 デ ー タ Ｔ aを 読 込 む 。 こ の と き 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 読 込 ん だ 検 出 デ ー
タ Ｔ s， Ｔ aの 温 度 数 値 と 使 用 者 Ｈ の 平 均 的 な 腹 部 Ａ の 体 表 温 度 等 に 設 定 さ れ た 基 準 温 度 数
値 Ｔ 0と の 差 分 を 演 算 し 、 こ の 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ aを 記 憶 部 ２ ６ に 順 次 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 こ の よ う な 身 体 温 度 お よ び 外 気 温 度 の 測 定 動 作 を
時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 繰 返 し た 後 に 、 タ イ マ ２ ７ に よ る 時 刻 が 終 了 時 刻 ｔ 2に 到 達 す る と 、 測
定 動 作 を 終 了 し て ス テ ッ プ ２ に 移 行 す る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 Ｈ が 起 床 し た と き に は 、 記
憶 部 ２ ６ に 対 し て 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 一 定 の 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 の 差 分 値 Δ Ｔ
s， Δ Ｔ aが 自 動 的 に 記 憶 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
次 に 、 ス テ ッ プ ２ で は 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 記 憶 部 ２ ６ に 記 憶 さ れ た 体 表 温 度
に よ る 差 分 値 Δ Ｔ sを 用 い て 、 体 表 の 測 定 温 度 （ 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ s） が 日 常 的 な 体 温
に よ る 値 と 考 え ら れ る 常 識 的 な 範 囲 （ 例 え ば 、 ３ ３ ℃ ～ ３ ８ ℃ ） に 属 す か 否 か を 判 定 す る
。 そ し て 、 こ の 範 囲 に 属 さ な い 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sは 不 正 な デ ー タ と し て 除 去 し 、 以
降 の 演 算 に は 用 い な い も の と す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
次 に 、 ス テ ッ プ ３ で は 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ a（ 差 分 値 Δ Ｔ a） を 用 い て 体 表 温 度 検 出 デ
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ー タ Ｔ s（ 差 分 値 Δ Ｔ s） を 修 正 し 、 修 正 体 表 温 度 Ｔ s′ （ 修 正 温 度 情 報 ） と し て 外 気 温 度
が 予 め 決 め ら れ た 一 定 値 Ｔ A（ 例 え ば 、 Ｔ A＝ ３ ３ ℃ ） と な っ た 場 合 の 体 表 温 度 を 演 算 す る
。
【 ０ ０ ９ ６ 】
具 体 的 に は 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 使 用 者 Ｈ の 身 体 か ら 端 末 装 置 １ の 正 面 側 に 流 入 す る 熱
流 束 ｑ と 端 末 装 置 １ の 背 面 側 か ら 外 部 に 流 出 す る 熱 流 束 ｑ と が ほ ぼ 一 致 す る 熱 平 衡 状 態 を
仮 定 す る 。 そ し て 、 使 用 者 Ｈ の 皮 膚 内 部 で 外 気 の 影 響 を 受 け な い 体 内 温 度 Ｔ iを 仮 定 す る
と 、 フ ー リ エ の 法 則 に よ り 熱 流 束 ｑ は 数 １ の 式 に よ っ て 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 数 １ 】
　
　
　
【 ０ ０ ９ ８ 】
こ こ で 、 λ は 端 末 装 置 １ の 熱 伝 導 率 、 λ h は 使 用 者 Ｈ の 皮 膚 内 部 の 熱 伝 導 率 、 δ は 端 末 装
置 １ の 厚 さ 寸 法 、 δ h は 使 用 者 Ｈ の 皮 膚 表 面 か ら 体 内 温 度 Ｔ iと な る 位 置 ま で の 深 さ 寸 法 を
そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 そ し て 、 数 １ の 式 か ら 熱 流 束 ｑ を 除 去 す る と 、 数 ２ の 式 に 示 す よ う
に 、 体 内 温 度 Ｔ iは 、 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sと 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ aと を 用 い て 算 出 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ０ 】
次 に 、 外 気 温 度 Ｔ aを 予 め 決 め ら れ た 一 定 温 度 Ｔ Aと し 、 こ の と き の 体 表 温 度 を 修 正 体 表 温
度 Ｔ s′ と す る と 、 体 内 温 度 Ｔ iは 、 数 ２ の 式 と 同 様 に 以 下 の 数 ３ の 式 の よ う に 表 す こ と が
で き る 。 な お 、 定 数 Ｋ は 、 各 種 の 物 性 デ ー タ 、 臨 床 デ ー タ 等 に 基 づ い て 最 適 な 値 を 予 め 求
め て お く こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
【 ０ １ ０ ２ 】
そ し て 、 こ の 数 ３ の 式 に 基 づ い て 、 外 気 温 度 を 一 定 値 Ｔ Aと し た と き の 体 表 温 度 （ 修 正 体
表 温 度 Ｔ s′ ） は 、 以 下 に 示 す 数 ４ の 式 に よ り 算 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
【 ０ １ ０ ４ 】
こ の 結 果 、 数 ２ お よ び 数 ４ の 式 を 用 い る こ と に よ っ て 、 外 部 環 境 を 一 定 状 態 に し た 場 合 の
修 正 体 表 温 度 Ｔ s′ を 演 算 す る こ と が で き る （ 図 １ ７ 参 照 ） 。
【 ０ １ ０ ５ 】
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次 に 、 ス テ ッ プ ４ で は 、 各 時 間 間 隔 Δ t毎 の 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ s（ 差 分 値 Δ Ｔ s） の 時
間 的 変 動 幅 Δ Ｓ （ Δ Ｓ ＝ Ｔ s[i]－ Ｔ s[i-1]） を 演 算 す る と 共 に 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ a
（ 差 分 値 Δ Ｔ a） の 時 間 的 変 動 幅 Δ Ａ （ Δ Ａ ＝ Ｔ a[i]－ Ｔ a[i-1]） を 演 算 す る 。 即 ち 、 測
定 時 点 第 ｉ 番 目 の 検 出 デ ー タ Ｔ s[i]， Ｔ a[i]と 第 ｉ － １ 番 目 の 検 出 デ ー タ Ｔ s[i-1]， Ｔ a[
i-1]と の 差 分 を 時 間 的 変 動 幅 Δ Ｓ ， Δ Ａ と す る も の で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
次 に 、 ス テ ッ プ ５ で は 、 以 下 の 数 ５ の 式 に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ ４ で 演 算 し た 時 間 的 変 動
幅 Δ Ｓ ， Δ Ａ の 二 乗 和 を 温 度 平 衡 指 数 β （ 図 １ ７ 中 の 破 線 参 照 ） と し て 用 い 、 こ の 温 度 平
衡 指 数 β が 予 め 決 め ら れ た 零 に 近 い 判 定 値 β 0（ 例 え ば 、 β 0＝ ０ ． ０ １ ～ ０ ． ０ ９ ） よ り
も 小 さ い か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
【 数 ５ 】
β ＝ Δ Ｓ 2 ＋ Δ Ａ 2

【 ０ １ ０ ８ 】
そ し て 、 ス テ ッ プ ５ で は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 温 度 平 衡 指 数 β が 判 定 値 β 0よ り も 小 さ
い （ β ＜ β 0） 時 刻 は 、 端 末 装 置 １ は 温 度 変 化 が 少 な い 熱 平 衡 状 態 に あ る と 判 定 し 、 温 度
平 衡 指 数 β が 判 定 値 β 0以 上 （ β ≧ β 0） と な る 時 刻 は 、 端 末 装 置 １ は 例 え ば 加 熱 中 ま た は
冷 却 中 の よ う な 熱 非 平 衡 状 態 で あ る と 判 定 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
次 に 、 ス テ ッ プ ６ で は 、 ス テ ッ プ ５ で 熱 平 衡 状 態 に あ る と 判 定 し た 時 刻 の 修 正 体 表 温 度 Ｔ
s′ を 代 表 温 度 候 補 と し て 抽 出 し 、 熱 非 平 衡 状 態 に あ る と 判 定 し た 時 刻 の 修 正 体 表 温 度 Ｔ s
′ は 代 表 温 度 候 補 か ら 除 外 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
次 に 、 ス テ ッ プ ７ で は 、 ス テ ッ プ ６ で 抽 出 し た 複 数 の 代 表 温 度 候 補 （ 修 正 体 表 温 度 Ｔ s′
） の 中 か ら 最 高 温 度 と な る も の を 代 表 温 度 Ｔ dと し て 選 択 す る 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル ユ
ニ ッ ト ２ ５ は 、 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 代 表 温 度 Ｔ d（ 就 寝 し た 日 の 代 表 温 度
Ｔ d） を 表 示 部 ２ ２ に 表 示 す る と 共 に 、 代 表 温 度 Ｔ dを 記 憶 部 ２ ６ に 記 憶 し 、 ス テ ッ プ ８ に
移 っ て 代 表 温 度 特 定 プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
最 後 に 、 使 用 者 Ｈ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 、 接 続 部 ９ を 携 帯 電 話 、 携 帯 端 末 、 コ ン
ピ ュ ー タ 等 の 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 中 継 ケ ー ブ ル １ １ を 介 し て 接 続 す る 。 こ の と き 、 中 継 ケ
ー ブ ル １ １ の 途 中 に は 記 憶 部 ２ ６ 内 の 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ a、 代 表 温 度 Ｔ d等 の デ ー タ を 外
部 情 報 機 器 １ ０ で 読 取 り 可 能 な デ ー タ に 変 換 す る 通 信 仲 介 装 置 １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ
れ に よ り 、 記 憶 部 ２ ６ に 記 憶 さ れ た １ 日 分 の 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ a、 代 表 温 度 Ｔ d等 を 外 部
情 報 機 器 １ ０ に 伝 送 す る こ と が で き る か ら 、 外 部 情 報 機 器 １ ０ 自 体 ま た は 当 該 外 部 情 報 機
器 １ ０ を 介 し て 接 続 さ れ た 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 差 分 値 Δ Ｔ
s， Δ Ｔ aを 分 析 し 、 就 寝 中 の 修 正 体 表 温 度 Ｔ s′ の 変 動 等 に 基 づ い て 使 用 者 Ｈ の 体 調 判 断
等 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ２ 】
ま た 、 例 え ば 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 に は 、 使 用 者 Ｈ の 基 礎 体 温 に 応 じ た 代 表 温 度 Ｔ
dを 数 日 間 ま た は 数 ヶ 月 間 に 亘 っ て 保 存 し て お く こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 外 部 の サ ー バ
コ ン ピ ュ ー タ 等 を 用 い て 数 日 間 ま た は 数 ヶ 月 間 に 亘 る 基 礎 体 温 （ 代 表 温 度 Ｔ d） の 変 化 を
計 測 す る こ と が で き る か ら 、 基 礎 体 温 の 変 化 に 基 づ く 月 経 周 期 等 の 情 報 を 正 確 に 分 析 し 、
使 用 者 Ｈ に 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
な お 、 記 憶 部 ２ ６ に 記 憶 さ れ た 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ a、 代 表 温 度 Ｔ d等 は 必 ず し も 毎 日 外 部
情 報 機 器 １ ０ に 出 力 す る 必 要 は な く 、 記 憶 部 ２ ６ の 容 量 に 応 じ て 数 日 間 分 の 差 分 値 Δ Ｔ s
， Δ Ｔ a等 を ま と め て 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 出 力 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う に 、 差 分
値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ a等 を 複 数 日 分 を ま と め て 出 力 す る こ と に よ っ て 、 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 対 し
て 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ a等 を 出 力 す る 操 作 の 手 間 を 省 く こ と が で き る 。
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【 ０ １ １ ４ 】
ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 端 末 装 置 １ 内 の コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ に よ っ て 代 表 温 度 Ｔ
dを 特 定 す る も の と し た が 、 差 分 値 Δ Ｔ s， Δ Ｔ aを 受 け 取 っ た 外 部 情 報 機 器 １ ０ や 外 部 の
サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 を 用 い て 代 表 温 度 Ｔ dを 特 定 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 コ
ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ に 対 し て 代 表 温 度 Ｔ dの 特 定 に 伴 う 処 理 負 担 を 軽 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
か く し て 、 本 実 施 の 形 態 で も 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で
き る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ケ ー シ ン グ ２ の 背 面 側 に は 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検
出 部 ２ １ を 設 け た か ら 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ に よ っ て 体 表 の 温 度 を 検 出 す る の に 加 え て 、 外
気 温 度 検 出 部 ２ １ に よ っ て 外 気 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 記 憶 部 ２ ６ に は
体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sに よ る 差 分 値 Δ Ｔ sと 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ aに よ る 差 分 値 Δ Ｔ aと
を 記 憶 す る か ら 、 差 分 値 Δ Ｔ sが 外 気 の 影 響 に よ っ て 変 動 す る 場 合 で あ っ て も 、 外 気 温 度
検 出 デ ー タ Ｔ a（ 差 分 値 Ｔ a） を 用 い て 差 分 値 Δ Ｔ sを 修 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
特 に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ a（ 差 分 値 Δ Ｔ a） を 用 い て 外 部 環 境 が 一
定 状 態 の 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sを 修 正 体 表 温 度 Ｔ s′ と し て 演 算 す る か ら 、 例 え ば 使 用 者
Ｈ が 旅 行 等 に よ っ て 沖 縄 等 の 温 か い 地 域 か ら 北 海 道 等 の 寒 い 地 域 に 移 動 し た と き で も 、 外
部 環 境 の 変 化 に 影 響 さ れ ず 、 正 確 な 修 正 体 表 温 度 Ｔ s′ を 算 出 し 、 こ の 修 正 体 表 温 度 Ｔ s′
を 用 い て 基 礎 体 温 に 対 応 し た 正 確 な 代 表 温 度 Ｔ dを 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 体 表 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ sの 時 間 的 変 動 幅 Δ Ｓ と 外 気
温 度 検 出 デ ー タ Ｔ aの 時 間 的 変 動 幅 Δ Ａ と を 用 い て ケ ー シ ン グ ２ 等 の 温 度 変 化 が 少 な い 熱
平 衡 状 態 に あ る か 否 か を 判 定 し 、 熱 平 衡 状 態 の み の 修 正 温 度 情 報 Ｔ s′ を 代 表 温 度 候 補 と
し て 抽 出 し 、 こ れ ら の 代 表 温 度 候 補 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 代 表 温 度 Ｔ dと し て 選
択 す る か ら 、 使 用 者 Ｈ の 体 温 に よ っ て ケ ー シ ン グ ２ 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ 等 が 十 分 に 温 め ら
れ た 熱 平 衡 状 態 の 修 正 温 度 情 報 Ｔ s′ を 就 寝 し た 日 の 代 表 温 度 Ｔ dと し て 特 定 す る こ と が で
き る 。 こ の た め 、 代 表 温 度 Ｔ dを 使 用 者 の 身 体 温 度 （ 基 礎 体 温 ） に 正 確 に 対 応 さ せ る こ と
が で き る か ら 、 代 表 温 度 Ｔ dを 用 い て 基 礎 体 温 の 変 化 に 基 づ く 月 経 周 期 等 の 情 報 を 正 確 に
把 握 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
ま た 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ を ケ ー シ ン グ ２ の 正 面 側 に 配 置 す る と 共 に 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １
は ケ ー シ ン グ ２ の 背 面 側 に 配 置 し た か ら 、 ケ ー シ ン グ ２ を 挟 ん で 体 表 温 度 検 出 部 ４ と 外 気
温 度 検 出 部 ２ １ と を 反 対 側 に 配 置 す る こ と が で き 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ が 使 用 者 Ｈ の 体 表 （
皮 膚 ） に 接 触 し た と き に は 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ を 使 用 者 Ｈ の 体 表 に 対 し て 確 実 に 非 接 触
な 状 態 に で き 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ に よ っ て 外 気 温 度 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ９ 】
さ ら に 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ を ク リ ッ プ ３ に よ っ て 覆 う か ら 、 寝 返 り 時 等 に 外 気 温 度 検 出
部 ２ １ が 腕 等 に 接 触 す る の を ク リ ッ プ ３ に よ っ て 防 ぐ こ と が で き 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ Ｔ
aの 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 ク リ ッ プ ３ に よ っ て 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ を 保 護
す る こ と が で き る か ら 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ の 破 損 を 防 止 で き 、 信 頼 性 、 耐 久 性 を 高 め る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 開 始 時 刻 ｔ 1か ら 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 間 に 亘 っ て 体 表 温
度 検 出 部 ４ か ら 検 出 デ ー タ Ｔ sを 読 込 む と 共 に 、 外 気 温 度 検 出 部 ２ １ か ら 検 出 デ ー タ Ｔ aを
読 込 む 構 成 と し た か ら 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は 、 予 め 設 定 さ れ た 深 夜 等 の 開 始 時 刻
ｔ 1か ら 起 床 前 の 終 了 時 刻 ｔ 2ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔 Δ ｔ 毎 に 検 出 デ ー タ Ｔ s，
Ｔ aを 読 込 む こ と が で き 、 記 憶 部 ２ ６ は こ の 検 出 デ ー タ Ｔ s， Ｔ aに 基 づ い て 就 寝 中 の 複 数
の 体 表 温 度 情 報 （ 差 分 値 Δ Ｔ s） お よ び 外 気 温 度 情 報 （ 差 分 値 Δ Ｔ a） を 自 動 的 に 記 憶 す る
こ と が で き る 。 さ ら に 、 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ５ は タ イ マ ２ ７ を 備 え る か ら 、 検 出 デ ー
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タ Ｔ s， Ｔ aを 読 込 ん だ 時 刻 を 検 出 デ ー タ Ｔ s， Ｔ aと 一 緒 に 記 憶 す る こ と も で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
ま た 、 記 憶 部 ２ ６ に は 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0と 検 出 デ ー タ Ｔ sの 数 値 と の 差 分 値 Δ Ｔ sを 体 表 温
度 情 報 と し て 記 録 す る と 共 に 、 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0と 検 出 デ ー タ Ｔ aの 数 値 と の 差 分 値 Δ Ｔ a
を 外 気 温 度 情 報 と し て 記 録 す る 構 成 と し た か ら 、 例 え ば 基 準 温 度 数 値 Ｔ 0を 使 用 者 Ｈ の 平
均 的 な 腹 部 Ａ の 体 表 温 度 に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 就 寝 中 の 体 温 の 変 動 分 だ け を 体 表 温 度
情 報 や 外 気 温 度 情 報 記 憶 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 記 憶 す る 体 表 温 度 情 報 や 外 気 温 度
情 報 の デ ー タ 量 を 低 減 で き 、 Ｒ Ａ Ｍ 等 の 記 憶 素 子 の 容 量 を 小 さ く し 、 装 置 全 体 を 小 型 化 、
低 コ ス ト 化 で き る と 共 に 、 記 憶 す る 体 表 温 度 情 報 お よ び 外 気 温 度 情 報 を 増 加 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
ま た 、 ケ ー シ ン グ ２ に は 、 記 憶 部 ２ ６ に 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 （ 差 分 値 Δ Ｔ s） お よ び 外
気 温 度 情 報 （ 差 分 値 Δ Ｔ a） を 外 部 に 出 力 す る 接 続 部 ９ を 設 け た か ら 、 接 続 部 ９ を 介 し て
外 部 情 報 機 器 １ ０ に 体 表 温 度 情 報 お よ び 外 気 温 度 情 報 を 出 力 す る こ と が で き る と 共 に 、 該
外 部 情 報 機 器 １ ０ を ネ ッ ト ワ ー ク 網 に 接 続 す る こ と に よ っ て 、 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ
等 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 お よ び 外 気 温 度 情 報 の 分 析 を 行 う こ と が で き 、 使 用 者 は 各 種 の サ
ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
な お 、 前 記 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 １ ６ 中 の ス テ ッ プ ３ ～ ７ が 代 表 温 度 特 定 手 段 の 具 体
例 を 示 し て い る 。 ま た 、 図 １ ６ 中 の ス テ ッ プ ３ が 温 度 情 報 修 正 手 段 の 具 体 例 を 示 し 、 ス テ
ッ プ ４ が 変 動 幅 演 算 手 段 の 具 体 例 を 示 し 、 ス テ ッ プ ５ が 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 の 具 体 例 を 示
し 、 ス テ ッ プ ６ が 代 表 温 度 候 補 抽 出 手 段 の 具 体 例 を 示 し 、 ス テ ッ プ ７ が 代 表 温 度 選 択 手 段
の 具 体 例 を 示 し て い る 。 こ こ で 、 図 １ ６ 中 の ス テ ッ プ ３ は ス テ ッ プ ４ ， ５ の 後 に 行 わ れ て
も 構 わ な い 。
【 ０ １ ２ ４ 】
ま た 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 ケ ー シ ン グ ２ の 側 面 側 （ 正 面 お よ び 背 面 を 除 い た 他 の 面 ）
か ら の 外 部 に 伝 わ る 熱 流 束 は な い も の と 仮 定 し た が 、 こ の よ う な 仮 定 を 成 立 さ せ る た め に
、 例 え ば 図 １ ３ 中 に 二 点 鎖 線 で 示 す よ う に ケ ー シ ン グ ２ の 側 面 側 に は 断 熱 材 や 、 外 気 と 遮
断 さ れ た 空 気 層 を 断 熱 手 段 ２ ８ と し て 設 け る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
ま た 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 １ と 外 部 情 報 機 器 １ ０ と
を 接 続 す る 中 継 ケ ー ブ ル １ １ の 途 中 に デ ー タ 変 換 用 の 通 信 仲 介 装 置 １ ２ を 接 続 す る も の と
し た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 図 １ ８ に 示 す 第 １ の 変 形 例 の よ う に 、 端 末 装 置 １
と 外 部 情 報 機 器 １ ０ と で デ ー タ 変 換 が 不 要 な 場 合 に は 、 中 継 ケ ー ブ ル １ １ だ け を 用 い て 接
続 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
ま た 、 デ ー タ 変 換 が 不 要 な 場 合 に は 、 温 度 情 報 出 力 手 段 と し て 外 部 情 報 機 器 １ ０ の 既 存 の
コ ネ ク タ に 接 続 可 能 な コ ネ ク タ １ ３ を 採 用 す る こ と に よ っ て 、 図 １ ９ に 示 す 第 ２ の 変 形 例
の よ う に 、 端 末 装 置 １ と 外 部 情 報 機 器 １ ０ と を 直 接 接 続 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ７ 】
ま た 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 端 末 装 置 １ と 外 部 情 報 機 器 １ ０ と の 間 を 中 継 ケ
ー ブ ル １ １ を 用 い て 有 線 接 続 す る も の と し た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 図
２ ０ に 示 す 第 ３ の 変 形 例 の よ う に 、 超 音 波 、 赤 外 線 、 電 磁 波 、 磁 気 誘 導 、 静 電 誘 導 等 を 用
い て 無 線 接 続 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 電 磁 波 等 を 放 射 す る 内 蔵 の ア ン テ
ナ １ ４ 等 に よ っ て 温 度 情 報 出 力 手 段 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
ま た 、 端 末 装 置 １ と 外 部 情 報 機 器 １ ０ と を 磁 気 誘 導 等 を 用 い て 無 線 接 続 す る 場 合 に は 、 図
２ １ に 示 す 第 ４ の 変 形 例 の よ う に 、 ケ ー シ ン グ ２ 内 に 温 度 情 報 出 力 手 段 と し て 磁 気 誘 導 用
の コ イ ル 部 材 １ ５ を 取 付 け る と 共 に 、 端 末 装 置 １ の ケ ー シ ン グ ２ を 磁 気 誘 導 用 の 端 子 を 内
蔵 し た 通 信 仲 介 装 置 １ ６ に 載 置 す る こ と に よ っ て 端 末 装 置 １ と 外 部 情 報 機 器 １ ０ と を 接 続
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し て も よ い 。 こ の 場 合 、 通 信 仲 介 装 置 １ ６ は デ ー タ 変 換 機 能 を 備 え る 構 成 と し て も よ く 、
通 信 仲 介 装 置 １ ６ と 外 部 情 報 機 器 １ ０ と の 間 は 例 え ば 中 継 ケ ー ブ ル １ ７ を 用 い て 接 続 す る
構 成 と す る も の で あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
さ ら に 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ の カ バ ー 部 材 ４ Ａ と 測 温 素
子 ４ Ｂ と の 間 に 熱 伝 導 部 材 と し て の 熱 伝 導 シ ー ト ４ Ｃ を 挟 む 構 成 と し た 。 し か し 、 本 発 明
は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 図 ２ ２ に 示 す 第 ５ の 変 形 例 の よ う に 、 例 え ば カ バ ー 部 材 ４ Ａ と 測
温 素 子 ４ Ｂ と の 間 に は 熱 伝 導 部 材 と し て 熱 伝 導 性 を 有 す る 例 え ば シ リ コ ン 系 の 熱 伝 導 材 料
１ ８ を 充 填 す る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 カ バ ー 部 材 ４ Ａ に 表 面 側 が 覆 わ れ た 測 温 素 子 ４
Ｂ に 対 し て 、 そ の 背 面 側 を 断 熱 部 材 １ ９ に よ っ て 覆 う 構 成 と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 体
表 の 熱 は 確 実 に 測 温 素 子 ４ Ｂ に 伝 達 で き る と 共 に 、 伝 わ っ た 熱 が 測 温 素 子 ４ Ｂ の 背 面 側 か
ら 逃 げ る の を 防 ぐ こ と が で き 、 正 確 な 体 表 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
ま た 、 前 記 第 １ ， 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 ケ ー シ ン グ ２ を 腹 部 Ａ に 装 着 す る た め の 装 着 手
段 と し て ク リ ッ プ ３ を 用 い る 構 成 と し た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 装 着 手
段 と し て 下 着 Ｂ に ピ ン 止 め が 可 能 な 安 全 ピ ン 等 を 用 い る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 ケ ー シ
ン グ ２ は 下 着 Ｂ を 用 い て 装 着 す る 場 合 に 限 ら ず 、 ケ ー シ ン グ ２ に 装 着 手 段 と し て 例 え ば ベ
ル ト 等 を 取 付 け る こ と に よ っ て 、 該 ベ ル ト を 用 い て ケ ー シ ン グ ２ を 身 体 に 装 着 す る 構 成 と
し て も よ い 。
【 ０ １ ３ １ 】
次 に 、 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ は 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 体 表 温 度
検 出 部 を メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 に よ っ て 覆 う 構 成 と し た こ と に あ る 。 な お 、 本 実 施 の 形
態 で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る も
の と す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
３ １ は ケ ー シ ン グ ２ の 正 面 側 に 取 付 け ら れ た メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 で 、 該 シ ー ト 部 材 ３
１ は 、 接 触 感 に 優 れ た 例 え ば ガ ー ゼ 等 の 布 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 シ ー ト
部 材 ３ １ は 、 そ の 周 縁 部 側 が 例 え ば 粘 着 テ ー プ 等 の 保 持 手 段 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て ケ ー シ
ン グ ２ の 表 面 に 固 定 さ れ 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ の カ バ ー 部 材 ４ Ａ を 覆 っ て い る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
か く し て 、 本 実 施 の 形 態 で も 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で
き る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 体 表 温 度 検 出 部 ４ の カ バ ー 部 材 ４ Ａ を シ ー ト 部 材 ３ １ に よ っ
て 覆 っ た か ら 、 就 寝 時 で も 端 末 装 置 １ の 装 着 に よ る 違 和 感 を 非 常 に 少 な く す る こ と が で き
、 長 期 間 に 亘 る 毎 日 の 使 用 を 無 理 な く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 ３ １ は ケ ー シ ン グ ２ の う ち 体 表 温 度 検
出 部 ４ の 周 囲 だ け を 覆 う 構 成 と し た が 、 例 え ば メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 を 袋 状 に 形 成 す る
こ と に よ っ て 、 こ の 袋 状 の シ ー ト 部 材 内 に ケ ー シ ン グ ２ 全 体 を 収 容 す る 構 成 と し て も よ い
。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 端 末 装 置 １ の 体 表 温 度 検 出 部 ４ を シ ー
ト 部 材 ３ １ に よ っ て 覆 う 構 成 と し た が 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 端 末 装 置 １ の 体 表 温 度 検
出 部 ４ を シ ー ト 部 材 ３ １ に よ っ て 覆 う 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
次 に 、 図 ２ ５ は 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム を 示 し 、 本 実
施 の 形 態 の 特 徴 は 、 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 外 部 情 報 機 器 を 介 し て ネ ッ ト ワ ー ク 網 に 接 続
し 、 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 に よ っ て 体 表 温 度 情 報 の 分 析 を 行 い 、 使 用 者 Ｈ に 対 し て
こ の 分 析 結 果 を 視 覚 情 報 お よ び ／ ま た は 音 声 情 報 と し て 提 供 す る こ と に あ る 。 な お 、 本 実
施 の 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略
す る も の と す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
４ １ は 第 １ な い し 第 ３ の 実 施 の 形 態 の う ち い ず れ か の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 １ お よ び 外 部
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情 報 機 器 １ ０ 等 と 共 に 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム を 構 成 す る サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 の 外 部
情 報 処 理 装 置 で 、 該 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク 網 ４ ２ を
介 し て 携 帯 電 話 等 の 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １
は 、 端 末 装 置 １ か ら 出 力 さ れ る 体 表 温 度 情 報 を 分 析 し 、 そ の 分 析 結 果 を 外 部 情 報 機 器 １ ０
等 に 出 力 す る プ ロ グ ラ ム を 作 動 さ せ 、 温 度 情 報 取 得 手 段 、 分 析 手 段 お よ び 分 析 結 果 出 力 手
段 と し て 機 能 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
本 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム は 上 述 の 如 き 構 成 を 有 す る も の で 、 次 に そ
の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
ま ず 、 使 用 者 Ｈ は １ 日 分 ま た は 数 日 分 の 体 温 情 報 が 記 憶 さ れ た 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 １ を
通 信 仲 介 装 置 １ ６ 等 を 介 し て 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 接 続 す る 。 そ し て 、 使 用 者 Ｈ は 、 外 部 情
報 機 器 １ ０ を ネ ッ ト ワ ー ク 網 ４ ２ を 介 し て 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ に 接 続 し 、 外 部 情 報 機 器
１ ０ か ら 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ に 対 し て 体 表 温 度 情 報 の 分 析 を 指 示 す る 信 号 を 送 信 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
こ れ に よ り 、 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ は 、 外 部 情 報 機 器 １ ０ か ら の 指 示 に 応 じ て 端 末 装 置 １
か ら 温 度 情 報 出 力 手 段 と し て 磁 気 誘 導 用 の コ イ ル 部 材 １ ５ 等 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 や 外 気
温 度 情 報 を 取 得 し 、 第 １ ま た は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ６ ， ２ ５ と
ほ ぼ 同 様 の 演 算 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 こ の 取 得 し た 体 表 温 度 情 報 や 外 気 温 度 情 報 を 分
析 し て 基 礎 体 温 に 応 じ た 身 体 温 度 （ 代 表 温 度 Ｔ d） を 算 出 す る 。 こ の と き 、 使 用 者 Ｈ の 身
体 温 度 の 情 報 を 例 え ば ３ ヶ 月 分 程 度 ま で 予 め 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ 等 に 記 憶 し て お く こ と
に よ っ て 、 日 毎 の 基 礎 体 温 の 変 動 を 知 る こ と が で き る 。 こ の た め 、 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １
は 、 取 得 し た 体 表 温 度 情 報 を 測 定 し た 日 の 基 礎 体 温 や 数 日 間 か ら 数 ヶ 月 間 の 基 礎 体 温 の 変
動 の 基 づ く 例 え ば 女 性 の 月 経 周 期 や 女 性 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報 等 の 分 析 結 果 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
最 後 に 、 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ は 、 体 表 温 度 情 報 等 の 分 析 結 果 を 文 字 情 報 、 基 礎 体 温 の 変
動 を 示 す グ ラ フ 等 の 図 形 情 報 、 音 声 情 報 等 と し て 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 出 力 す る 。 こ れ に よ
り 、 使 用 者 Ｈ は 当 日 の 基 礎 体 温 や 月 経 周 期 を 認 識 で き る と 共 に 、 分 析 結 果 を 体 調 管 理 や 健
康 管 理 に 役 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ １ 】
か く し て 、 本 実 施 の 形 態 で も 前 記 第 １ の 実 施 の 形 態 や 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 効 果
を 得 る こ と が で き る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 本 発 明 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 １ を 用 い
る か ら 、 他 の 体 温 計 等 を 用 い た 場 合 に 比 べ て 、 長 期 間 に 亘 っ て 無 理 な く 、 か つ 正 確 に 体 温
（ 体 表 温 度 情 報 ） を 計 測 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の よ う に 計 測 し た 体 表 温 度 情 報 を
ネ ッ ト ワ ー ク 網 ４ ２ に 接 続 さ れ た 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ に よ っ て 分 析 す る 構 成 と し た か ら
、 端 末 装 置 １ を 体 温 の 計 測 、 記 憶 に の み 用 い る こ と が で き 、 小 型 化 、 軽 量 化 を 図 る こ と が
で き 、 就 寝 中 の 常 時 装 着 が 容 易 に な る 。 一 方 、 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ は 、 端 末 装 置 １ が 記
録 し た 体 表 温 度 情 報 や 外 気 温 度 情 報 を 用 い る か ら 、 基 礎 体 温 の 変 動 を 正 確 に 算 出 す る こ と
が で き 、 従 来 技 術 に 比 べ て 正 確 な 月 経 周 期 等 の 分 析 結 果 を 使 用 者 Ｈ に 伝 え る こ と が で き る
。 特 に 、 分 析 結 果 を 聴 覚 的 に 出 力 し た 場 合 に は 、 視 覚 障 害 者 に 対 し て も 認 識 可 能 な 情 報 を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
な お 、 分 析 結 果 の 出 力 先 （ 送 信 先 ） は 外 部 情 報 機 器 １ ０ に 限 ら ず 、 使 用 者 Ｈ に 要 求 に 応 じ
て 例 え ば 使 用 者 Ｈ の 携 帯 電 話 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
ま た 、 外 部 情 報 処 理 装 置 ４ １ は 、 使 用 者 Ｈ と の 間 で 予 め 体 表 温 度 情 報 の 分 析 に 関 す る 契 約
手 続 を 行 う 、 ま た は 体 表 温 度 情 報 の 分 析 を 指 示 す る 毎 に ネ ッ ト ワ ー ク 網 ４ ２ を 介 し て 契 約
手 続 を 行 う こ と に よ っ て 、 分 析 結 果 を 取 得 し た 使 用 者 Ｈ か ら 利 用 料 金 を 徴 収 す る 構 成 と し
て も よ い 。
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【 ０ １ ４ ４ 】
さ ら に 、 前 記 各 実 施 の 形 態 で は 、 主 と し て 成 人 女 性 の 使 用 者 に 端 末 装 置 １ を 装 着 す る も の
と し て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 自 ら 体 温 測 定 が 困 難 な 新 生 児 、
幼 児 、 介 護 老 人 、 動 物 等 に 端 末 装 置 １ を 装 着 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 新 生 児
等 の 身 体 温 度 の 変 動 を 把 握 し て 健 康 状 態 等 を 判 別 で き る と 共 に 、 疾 病 時 の 身 体 温 度 の 急 激
な 変 動 に よ る 体 調 変 化 を 把 握 で き 、 さ ら に は 不 慮 の 事 態 に よ る 死 亡 推 定 時 刻 の 把 握 に も 役
立 て る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た 如 く 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 身 体 に 常 時 装 着 可 能 な ケ ー シ ン グ に は 、 体
表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 検 出 デ ー タ を 一 定 の 時 間 間 隔 で 読 込 む デ ー タ 読 込 み 手 段 を 設 け
る と 共 に 、 該 デ ー タ 読 込 み 手 段 よ っ て 読 込 ん だ 体 表 検 出 デ ー タ に 基 づ く 体 表 温 度 情 報 を 記
憶 す る 記 憶 手 段 を 設 け る 構 成 と し た か ら 、 使 用 者 は ケ ー シ ン グ を 身 体 に 装 着 し た 状 態 で 就
寝 す る こ と が で き 、 起 床 中 に 比 べ て 体 温 が 安 定 し て い る 就 寝 中 の 体 温 を 測 定 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、 一 定 の 時 間 間 隔 毎 に 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ る 体 表 温 度
検 出 デ ー タ を 読 込 み 、 記 憶 手 段 は こ の 検 出 デ ー タ に 基 づ い た 体 表 温 度 情 報 を 記 憶 す る か ら
、 就 寝 中 の 体 温 に 対 応 し た 体 表 温 度 情 報 を 用 い る こ と に よ っ て 使 用 者 の 基 礎 体 温 に 応 じ た
身 体 温 度 を 正 確 に 求 め る こ と が で き る と 共 に 、 基 礎 体 温 の 変 動 幅 や 月 経 周 期 を 正 確 に 把 握
す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
即 ち 、 本 発 明 に よ れ ば 、 端 末 内 に 測 定 し た い 時 刻 を 就 寝 中 で あ る 深 夜 ま た は 早 朝 に 設 定 し
て お く こ と に よ り 、 翌 朝 目 覚 め た 任 意 の 時 間 に は 所 望 の 時 刻 の 変 位 が す で に 内 部 に 記 録 さ
れ て い る た め 、 基 礎 体 温 の 日 ご と の 変 動 を 数 ヶ 月 間 に 亘 っ て 追 跡 記 録 す る こ と は 非 常 に 容
易 に な り 、 簡 便 に 女 性 の 月 経 周 期 や ホ ル モ ン バ ラ ン ス の リ ズ ム を 知 る 手 掛 か り を 得 る こ と
が で き る 。 こ の 結 果 、 思 春 期 か ら 閉 経 期 ま で の す べ て の 女 性 が 簡 便 に 利 用 で き 、 従 来 妊 娠
や 避 妊 の 目 的 以 外 に は あ ま り 利 用 さ れ る こ と の な か っ た 基 礎 体 温 計 測 を 、 女 性 ホ ル モ ン バ
ラ ン ス 情 報 を 利 用 し た 健 康 管 理 の 有 効 な 手 段 と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー シ ン グ に は 装 着 手 段 を 設 け た か ら 、 例 え ば 腹 部 等 の よ う に
体 温 変 動 が 反 映 さ れ 易 い 内 臓 の 近 く に あ り 、 外 気 温 度 変 動 に 影 響 さ れ 難 く 部 位 に 体 表 温 度
検 出 手 段 を 接 触 さ せ る こ と が で き る か ら 、 正 確 な 体 表 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。 特
に 、 ケ ー シ ン グ を 腹 部 に 装 着 し た と き に は 、 下 着 に よ っ て ケ ー シ ン グ を 覆 う こ と が で き 、
外 気 温 度 変 動 の 影 響 を よ り 軽 減 で き る と 共 に 、 身 体 の 他 の 部 位 に 装 着 し た と き に 比 べ て 、
就 寝 中 に ケ ー シ ン グ が 測 定 部 位 か ら 位 置 ず れ し 難 く な る た め 、 位 置 ず れ に よ る 測 定 誤 差 も
軽 減 す る こ と が で き 、 検 出 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 開 始 時 刻 か ら 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 体
表 温 度 検 出 手 段 か ら 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 読 込 む 構 成 と し た か ら 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 、
予 め 設 定 さ れ た 深 夜 等 の 開 始 時 刻 か ら 起 床 前 の 終 了 時 刻 ま で の 間 に 亘 っ て 一 定 の 時 間 間 隔
毎 に 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 読 込 む こ と が で き 、 記 憶 手 段 は こ の 検 出 デ ー タ に 基 づ い て 就 寝
中 の 複 数 の 温 度 情 報 を 自 動 的 に 記 憶 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は タ イ
マ を 備 え る か ら 、 体 表 温 度 検 出 デ ー タ を 読 込 ん だ 時 刻 を 検 出 デ ー タ と 一 緒 に 記 憶 す る こ と
も で き る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
ま た 、 代 表 温 度 選 択 手 段 は 複 数 の 体 表 温 度 情 報 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 選 択 す る か
ら 、 使 用 者 の 体 温 に よ っ て 体 表 温 度 検 出 手 段 が 十 分 に 温 め ら れ た 状 態 で の 体 表 温 度 情 報 を
例 え ば 就 寝 中 の 代 表 温 度 と し て 特 定 す る こ と が で き 、 代 表 温 度 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー シ ン グ に は 外 気 の 温 度 を 検 出 す る 外 気 温 度 検 出 手 段 を 設 け
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た か ら 、 体 表 温 度 検 出 手 段 に よ っ て 体 表 の 温 度 を 検 出 す る の に 加 え て 、 外 気 温 度 検 出 手 段
に よ っ て 外 気 の 温 度 を 検 出 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 デ ー タ 読 込 み 手 段 は 体 表 温 度 検 出
デ ー タ と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ と を 一 定 の 時 間 間 隔 で 一 緒 に 読 込 み 、 記 憶 手 段 は 体 表 温 度 検
出 デ ー タ に よ る 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ に よ る 外 気 温 度 情 報 と を 記 憶 す る か ら
、 体 表 温 度 情 報 が 外 気 の 影 響 に よ っ て 変 動 す る 場 合 で あ っ て も 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ を 用
い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
こ の 場 合 、 請 求 項 ５ の 発 明 の よ う に 、 ケ ー シ ン グ に は 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報
を 修 正 し た 修 正 温 度 情 報 を 演 算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 を 設 け る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ ５ ２ 】
請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 外 部 環 境 が 一 定 状 態 の 体 表 温 度 情 報 を 修
正 温 度 情 報 と し て 演 算 す る か ら 、 例 え ば 使 用 者 が 旅 行 等 に よ っ て 外 気 温 度 が 著 し く 異 な る
場 所 に 移 動 し た と き で も 、 外 部 環 境 の 変 化 に 影 響 さ れ ず 、 正 確 な 修 正 温 度 情 報 を 算 出 し 、
こ の 修 正 温 度 情 報 を 用 い て 基 礎 体 温 に 対 応 し た 正 確 な 代 表 温 度 を 特 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
ま た 、 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 は 、 体 表 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と 外 気 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動
幅 と を 用 い て ケ ー シ ン グ 等 が 熱 平 衡 状 態 に あ る か 否 か を 判 定 し 、 熱 平 衡 状 態 の み の 修 正 温
度 情 報 を 代 表 温 度 候 補 と し て 抽 出 し 、 こ れ ら の 代 表 温 度 候 補 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の
を 代 表 温 度 と し て 選 択 す る か ら 、 使 用 者 の 体 温 に よ っ て ケ ー シ ン グ 、 体 表 温 度 検 出 手 段 等
が 十 分 に 温 め ら れ た 熱 平 衡 状 態 の 修 正 温 度 情 報 を 就 寝 し た 日 の 代 表 温 度 と し て 特 定 す る こ
と が で き る 。 こ の た め 、 代 表 温 度 を 使 用 者 の 身 体 温 度 （ 基 礎 体 温 ） に 正 確 に 対 応 さ せ る こ
と が で き る か ら 、 代 表 温 度 を 用 い て 基 礎 体 温 の 変 化 に 基 づ く 月 経 周 期 等 の 情 報 を 正 確 に 把
握 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 体 表 温 度 検 出 手 段 は 体 表 に 接 触 可 能 な ケ ー シ ン グ の 正 面 側 に 配
置 し 、 外 気 温 度 検 出 手 段 は ケ ー シ ン グ の 背 面 側 に 配 置 す る 構 成 と し た か ら 、 ケ ー シ ン グ を
挟 ん で 体 表 温 度 検 出 手 段 と 外 気 温 度 検 出 手 段 と を 反 対 側 に 配 置 す る こ と が で き 、 体 表 温 度
検 出 手 段 が 使 用 者 の 体 表 に 接 触 し た と き に は 、 外 気 温 度 検 出 手 段 を 使 用 者 の 体 表 に 対 し て
確 実 に 非 接 触 な 状 態 に で き 、 外 気 温 度 検 出 手 段 に よ っ て 外 気 温 度 を 正 確 に 検 出 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
ま た 、 外 気 温 度 検 出 手 段 を ク リ ッ プ に よ っ て 覆 う か ら 、 寝 返 り 時 等 に 外 気 温 度 検 出 手 段 が
腕 等 に 接 触 す る の を ク リ ッ プ に よ っ て 防 ぐ こ と が で き 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ の 信 頼 性 を 高
め る こ と が で き る 。 ま た 、 ク リ ッ プ に よ っ て 外 気 温 度 検 出 手 段 を 保 護 す る こ と が で き る か
ら 、 外 気 温 度 検 出 手 段 の 破 損 を 防 止 で き 、 信 頼 性 、 耐 久 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 記 憶 手 段 に は 基 準 温 度 数 値 と 体 表 温 度 検 出 デ ー タ の 数 値 と の 差
分 値 を 体 表 温 度 情 報 と し て 記 録 し 、 基 準 温 度 数 値 と 外 気 温 度 検 出 デ ー タ の 数 値 と の 差 分 値
を 外 気 温 度 情 報 と し て 記 録 す る 構 成 と し た か ら 、 例 え ば 基 準 温 度 数 値 を 使 用 者 の 平 均 的 な
体 表 温 度 に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 測 定 中 の 体 温 の 変 動 分 （ ± ３ ． ０ ℃ 程 度 ） だ け を 体 表
温 度 情 報 ま た は 外 気 温 度 情 報 と し て 記 憶 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 例 え ば ３ ６ ． ４ ０
℃ 程 度 の 体 温 の 絶 対 値 を 記 憶 す る の に 比 べ て 、 記 憶 す る 各 温 度 情 報 の デ ー タ 量 を 削 減 で き
、 Ｒ Ａ Ｍ 等 の 記 憶 素 子 の 容 量 を 小 さ く し 、 装 置 全 体 を 小 型 化 、 低 コ ス ト 化 で き る と 共 に 、
記 憶 す る 体 表 温 度 情 報 お よ び 外 気 温 度 情 報 を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 基 準 温 度 数 値 を 外 部 か ら 更 新 可 能 な 構 成 と し た か ら 、 平 均 的 な
体 表 温 度 の 個 人 差 に 応 じ て 基 準 温 度 数 値 を 設 定 で き 、 使 用 者 毎 に 体 表 温 度 の 平 均 値 が 異 な
る 場 合 で も 、 体 温 の 変 動 分 だ け を 温 度 情 報 と し て 記 憶 し 、 温 度 情 報 の デ ー タ 量 を 低 減 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
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請 求 項 １ ０ に 発 明 に よ れ ば 、 ケ ー シ ン グ に は 、 記 憶 手 段 に 記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 お よ び 外
気 温 度 情 報 を 外 部 に 出 力 す る 温 度 情 報 出 力 手 段 を 設 け た か ら 、 温 度 情 報 出 力 手 段 を 介 し て
外 部 情 報 機 器 に 体 表 温 度 情 報 お よ び 外 気 温 度 情 報 を 出 力 す る こ と が で き る と 共 に 、 該 外 部
情 報 機 器 を ネ ッ ト ワ ー ク 網 に 接 続 す る こ と に よ っ て 、 外 部 の サ ー バ コ ン ピ ュ ー タ 等 を 用 い
て 体 表 温 度 情 報 お よ び 外 気 温 度 情 報 の 分 析 等 を 行 う こ と が で き 、 使 用 者 は こ れ ら の 温 度 情
報 に 基 づ く 各 種 の サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、 体 表 温 度 検 出 手 段 は メ ッ シ ュ 状 の シ ー ト 部 材 に よ っ て 覆 う 構
成 と し た か ら 、 例 え ば 腹 部 皮 膚 表 面 に 体 表 温 度 検 出 手 段 を 接 触 さ せ た と き で も 、 就 寝 中 の
装 着 に よ る 違 和 感 を 軽 減 で き 、 長 期 間 に 亘 る 毎 日 の 記 録 を 使 用 者 に 無 理 を 強 い る こ と な く
行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
請 求 項 １ ２ の 発 明 に よ れ ば 、 体 表 温 度 検 出 手 段 は 、 ケ ー シ ン グ か ら 突 出 し た カ バ ー 部 材 と
、 該 カ バ ー 部 材 に よ っ て 覆 わ れ た 測 温 素 子 と 、 該 測 温 素 子 と カ バ ー 部 材 と の 間 に 設 け ら れ
た 熱 伝 導 部 材 と に よ っ て 構 成 し た か ら 、 ケ ー シ ン グ か ら 突 出 し た カ バ ー 部 材 を 体 表 に 容 易
に 接 触 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 体 表 の 温 度 を カ バ ー 部 材 と 熱 伝 導 部 材 を 通 じ て 測 温 素
子 に 低 損 失 で 伝 達 で き 、 測 温 素 子 を 用 い て 体 表 の 温 度 を 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ １ 】
請 求 項 １ ３ の 発 明 に よ れ ば 、 本 発 明 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 の
分 析 を 行 う か ら 、 従 来 技 術 に 比 べ て 、 長 期 間 に 亘 っ て 無 理 な く 、 か つ 正 確 に 使 用 者 の 体 表
温 度 情 報 を 記 録 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 体 表 温 度 情 報 を 分 析 手 段 を 用 い て 分 析 す
る 構 成 と し た か ら 、 基 礎 体 温 の 変 動 を 正 確 に 算 出 す る こ と が で き 、 使 用 者 に 対 し て 従 来 技
術 に 比 べ て 正 確 な 月 経 周 期 等 の 分 析 結 果 を 使 用 者 に 伝 え る こ と が で き 、 分 析 結 果 を 体 調 管
理 や 健 康 管 理 に 役 立 て る こ と が で き る 。 ま た 、 分 析 結 果 を 聴 覚 的 に 出 力 し た 場 合 に は 、 視
覚 障 害 者 に 対 し て も 認 識 可 能 が 情 報 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
ま た 、 分 析 手 段 は 複 数 の 体 表 温 度 情 報 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 選 択 す る か ら 、 使 用
者 の 体 温 に よ っ て 体 表 温 度 検 出 手 段 が 十 分 に 温 め ら れ た 状 態 で の 体 表 温 度 情 報 を 例 え ば 就
寝 中 の 代 表 温 度 と し て 特 定 す る こ と が で き 、 代 表 温 度 の 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。 こ
の 結 果 、 分 析 手 段 は 、 こ の よ う に 特 定 し た 代 表 温 度 を 用 い て 例 え ば 女 性 の 月 経 周 期 や 女 性
ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報 等 を 正 確 に 分 析 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
請 求 項 １ ４ の 発 明 に よ れ ば 、 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の 記 憶 手 段 は 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度
情 報 と を 記 憶 す る と 共 に 、 温 度 情 報 取 得 手 段 を 用 い て 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 の 記 憶 手 段 に
記 憶 し た 体 表 温 度 情 報 と 外 気 温 度 情 報 を 取 得 し 、 分 析 手 段 を 用 い て こ れ ら の 体 表 温 度 情 報
と 外 気 温 度 情 報 を 分 析 す る 構 成 と し た か ら 、 分 析 結 果 出 力 手 段 を 用 い て 、 例 え ば 女 性 の 月
経 周 期 や 女 性 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報 等 の 分 析 結 果 を 視 覚 的 ま た は 聴 覚 的 に 外 部 の 携 帯 電 話
等 に 出 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
請 求 項 １ ５ の 発 明 に よ れ ば 、 分 析 手 段 は 外 気 温 度 情 報 を 用 い て 体 表 温 度 情 報 を 修 正 し た 修
正 温 度 情 報 を 演 算 す る 温 度 情 報 修 正 手 段 を 備 え る 構 成 と し た か ら 、 体 表 温 度 情 報 が 外 気 の
影 響 に よ っ て 変 動 す る 場 合 で あ っ て も 、 温 度 情 報 修 正 手 段 は 外 気 温 度 検 出 デ ー タ を 用 い て
体 表 温 度 情 報 を 修 正 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
請 求 項 １ ６ の 発 明 に よ れ ば 、 熱 平 衡 状 態 判 定 手 段 は 体 表 温 度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と 外 気 温
度 情 報 の 時 間 的 変 動 幅 と を 用 い て ケ ー シ ン グ 等 が 熱 平 衡 状 態 に あ る か 否 か を 判 定 し 、 代 表
温 度 候 補 抽 出 手 段 は 熱 平 衡 状 態 の 修 正 温 度 情 報 を 代 表 温 度 候 補 と し て 抽 出 す る と 共 に 、 代
表 温 度 選 択 手 段 は こ の 代 表 温 度 候 補 の う ち で 最 高 温 度 と な る も の を 選 択 す る 構 成 と し た か
ら 、 使 用 者 の 体 温 に よ っ て ケ ー シ ン グ 、 体 表 温 度 検 出 手 段 等 が 十 分 に 温 め ら れ た 熱 平 衡 状
態 の 修 正 温 度 情 報 を 例 え ば 就 寝 中 の 代 表 温 度 と し て 特 定 す る こ と が で き 、 代 表 温 度 を 使 用
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者 の 身 体 温 度 （ 基 礎 体 温 ） に 正 確 に 対 応 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 分 析 手 段 は 、 こ
の よ う に 特 定 し た 代 表 温 度 を 用 い て 例 え ば 女 性 の 月 経 周 期 や 女 性 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 情 報 等
を 正 確 に 分 析 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
こ の 場 合 、 請 求 項 １ ７ の 発 明 の よ う に 、 分 析 結 果 出 力 手 段 に よ る 分 析 結 果 を 取 得 し た 使 用
者 か ら 利 用 料 金 を 徴 収 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 使 用 者 が 装 着 し た 状 態
を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 単 体 で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 腹 部 と 下 着 と の 間 に 取 付 け た 状
態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 温 度 検 出 部 を 図 ２ 中 の 矢 示 VII－ VII方 向 か ら 拡 大 し て み た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト に 体 表 温 度 検 出 部 と 接 続 部 を 接 続 し た 状 態 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 外 部 情 報 機 器 に 接 続 し た 状 態 を
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 単 体 で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト に 表 示 部 、 入 力 部 、 体 表 温 度 検 出 部 、 外 気 温 度 検 出 部 お
よ び 接 続 部 を 接 続 し た 状 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ０ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 使 用 者 の 腹 部 に 接 触 さ せ た 状 態 を 模 式 的 に
示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ 中 の コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト に よ っ て 作 動 す る 代 表 温 度 特 定 プ ロ グ ラ ム を
示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 検 出 時 刻 と 体 表 温 度 検 出 デ ー タ 、 外 気 温 度 検 出 デ ー タ 、 修 正 体 表 温 度 、 温 度 平
衡 指 数 と の 関 係 を 示 す 特 性 線 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 １ の 変 形 例 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 外 部 情 報 機 器 に 接 続 し た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 ２ の 変 形 例 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 外 部 情 報 機 器 に 接 続 し た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 第 ３ の 変 形 例 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 外 部 情 報 機 器 に 接 続 し た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 第 ４ の 変 形 例 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 外 部 情 報 機 器 に 接 続 し た 状 態 を 示
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 第 ５ の 変 形 例 に よ る 温 度 検 出 部 を 図 ７ と 同 様 位 置 か ら み た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ３ 中 の 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置 を 示 す 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に よ る 身 体 温 度 情 報 処 理 シ ス テ ム を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 身 体 温 度 情 報 端 末 装 置
２ 　 ケ ー シ ン グ
３ 　 ク リ ッ プ （ 装 着 手 段 ）
４ 　 体 表 温 度 検 出 部 （ 体 表 温 度 検 出 手 段 ）
４ Ａ 　 カ バ ー 部 材
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４ Ｂ 　 測 温 素 子
４ Ｃ 　 熱 伝 導 シ ー ト （ 熱 伝 導 部 材 ）
６ ， ２ ５ 　 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト （ デ ー タ 読 込 み 手 段 、 代 表 温 度 選 択 手 段 、 代 表 温 度 特 定
手 段 ）
７ ， ２ ６ 　 記 憶 部 （ 記 憶 手 段 ）
８ ， ２ ７ 　 タ イ マ
９ 　 接 続 部 （ 温 度 情 報 出 力 手 段 ）
１ ０ 　 外 部 情 報 機 器
１ ３ 　 コ ネ ク タ （ 温 度 情 報 出 力 手 段 ）
１ ４ 　 ア ン テ ナ （ 温 度 情 報 出 力 手 段 ）
１ ５ 　 コ イ ル 部 材 （ 温 度 情 報 出 力 手 段 ）
１ ８ 　 熱 伝 導 材 料 （ 熱 伝 導 部 材 ）
２ １ 　 外 気 温 度 検 出 部 （ 外 気 温 度 検 出 手 段 ）
２ ２ 　 表 示 部
２ ３ 　 入 力 部
３ １ 　 シ ー ト 部 材
４ １ 　 外 部 情 報 処 理 装 置 （ 温 度 情 報 取 得 手 段 、 分 析 手 段 、 分 析 結 果 出 力 手 段 ）
４ ２ 　 ネ ッ ト ワ ー ク 網
Ａ 　 腹 部
Ｂ 　 下 着
Ｈ 　 使 用 者
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

(29) JP 2004-163391 A 2004.6.10



【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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